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第3回 (6月 28日 )今後の介護人材養成の在り方に関する検討会 1 資料1-4

事業者団体調査 (北海道社会福祉協議会 )
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現職経験年数が2年未満の施設介護職員並
びに訪問介護員

講義11社会福祉の動向と介護職員に求められること」
講義2「認知症の方を知る」
講義3「私の目指す援助者像」
講義4・演習 1「コミュニケーションの基本」

3回 1カ所 10時間 (2日 ) 461人 3,000円

介護職員専門
研修 I

現職経験年数が2年以上5年未満の施設介
護職員並びに訪問介護員

露義1
講義2
講義3
講義4

介護職の専門性とサービスの買の向上に向けて」
生活障がいとしての認知症の理解」
演習 1「介護記録の重要性について」
討議 1「職種間連携の重要性」

6回 4カ所 10_5時間 (2日 ) 443A 3,000円

'「
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研修 Ⅱ

現職経験年数が5年以上の施設介護職員並
びに訪問介護員

講義1:介護職の専門性とサービスの質の向上に向けて」
講義2・討議 1「介護現場のリスクマネジメント」
講義3・演習 1「認知症の方をより深く知る～アセスメントを
通して～」
講義4・討議 2「職種間連携の重要性とリーダーシップ」

6回 4カ所 135時間 (3日 ) 3.500円

緑
北海道の広域性を考慮すると札幌市以外の都市においての研修開催が
望ましいが、経費等の関係で札幌を中心とした開催にならざるを得ない。

現在、NPOや営利企業等は、原則、本研修所の受講対象としていない。
しかし、定員に空きがある場合は対応している。
なお、介護保険事業の事業所指定を受けている場合に、受講対象にして
ほしいとの相談が多く寄せられている。(本件については、北海道からの委
託研修事業ということもあり、北海道との協議が必要。)

年度初めに当該年度のi社会福祉研修事業計画・要綱一
覧」を対象法人・施設等に郵送している。また、道社協ホー
ムページにも掲載している。
介護職員が参加しやすいように研修企画において、受講
者アンケT卜や関係者の意見を踏まえ検討している。
平成21年度においては、国の事業である「介護職員の研
修派遣に対する代替職員の派遣事業」を研修時のオリエ
ンテーション等で周知したり、チラシを配布している。

北海道のFA域性を考慮すると遭内複数箇所での研修の開催が必要と考え
る。(ただし、経費的な問題あり)
また、現在実施されている「介護職員の研修派遣に対する代替職員の派遣事
業」の継続は不可欠と考える。
その他、社会福祉法における社会福祉事業の経営者の責務や福祉人材確保
指針における経営者・関係団体並びに地方公共団体の役割の、再徹底と報

韓2露腱当継颯 皇符金におけるキ刊 アパ濠 件はJヽなり難 な
ものであり、サービスの質の向上のためには研修は不可欠であり、研修促進
の具体的なものの提示が必要と考える.



事業者団体調査 (岩手県社会福祉事業団)
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児童虐待対応

職員研修 (施
設)

F■会程7■従事者 ∪講義1児童FE待防上の現状と課題」
②講義「虐待を受けた子どもと家族への援助における
課題」等 1回 1カ所 10時間 (2日 ) 78りに 0円

地域福祉講座 社会福l■関係職員 講義「これからの地域福祉の課題」
事例発展「地域での暮らしを支える」
グル=プディスカッション「地域福祉の課題について考
える」等

2回 1カ所 6時間 (2日 ) 42名 0円

コミュニティワー

ク講座 (基礎
コース )

l■云碍 7」L関係職 員 講義「コミュニティワークの展開」
ワークショップ「地域福祉の課題発見と明確化」等 2回 1カ所 6時間 (2日 ) 42りヽ 0円

地域儲 lLフオ
ローアップ講座

F■会福祉関係職員 実践報告:地域福祉計画策定後の状況と課題」
ワークショップ「地域福祉を実践するうえでの具体的な
プログラムについて」等            ‐

2回 2カ所 3時間 (2日 ) 36りk 0円

福祉職員生涯
研修 (新任職員
課程・中堅職員
課程 )

新任 (社会福祉施設において職務経験2年
未満の職員)
中堅 (社会福祉施設において職務経験2年
以上で役職にない職員)

階層別に共通の専門性及び組織性を培い、新任職員・

中堅職員の資質の向上を図る。

3回 1カ所 33時間 (6日 )

188人 (新任
61ノに、54

人、中堅73

人 )

5,000円

(テキスト・

シート代込 )

聯曙 舗騒椰 難 釘鰹塞: 翠 霧尋難郷麗:譜聘 :

1種別協議会や職能団体と当事業団の役割について整理、調整が必要
である
2受講者ニーズが多様化しており、そのことに伴う運営面について(財
源。人等 )

1各種アンケート結果、時代の社会的背景を考慮した
プログラムの作成´
2ホームページヘの研修実施計画の掲載

1財源面の支援                ~
2土、日曜日の研修開催:地域ブロックごとの研修開催等



事業者団体調査 (宮城県社会福祉協議会)
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認知症介護実
践者研修

1 県内の介護保険施設・事業所等に従事する介護職員等
2.認知症介護の基本的な知識を有する者
3高齢者介護実務経験が概ね2年以上の者
4_研修 (講義・演習6日間)終了後に職務と並行して自施設で
4週間の間に20日 間160時間以上の認知症介護実習を展開
できる者

認知症高齢者介護に関する実践的研修を実施することに
より、認知症介護の専門職を養成する。

4回 1カ所 50時間 240りに

認則柾弁護芙
践リーダー研修

1 県内の介護保険施設・事業所等に従事する介護職員等
2.高齢者介護実務経験が概ね5年以上で、実践者研修又は
痴果介護実務者研修を修了している者
3介護現場において、認知症介護の実践リーダー役の立場に
ある者
4研修 (講義・演習9日間)終了後に職務と並行して自施設で
4週間の間に20日 間160時間以上の認知症介護実習を展開
できる者

認知症高齢者介護に関する実践的研修を実施することに
より、認知症介護の専門職員を養成するとともに、介護保
険施設・事業所において、実践リーダーとして職員を指導
し、チームケアの調整を行い、さらに認知症介護の推進役
を担う知識と技術を習得する。

1回 1カ所 88時間 30りヽ

認刑JI対応型
サービス事業管
理者研修

1,県内の認知症対応型通所介護事業所、小規模多機能型居
宅介護事業所及び認知症対応型共同生活介護事業所の管理
者、及び管理者になることが具体的に予定されている方
2.認知症介護実践研修 (実践者研修)または痴呆介護実務者
研修 (基礎課程)を修了している方
3当該事業所所在地の市町村長の推薦を受けた方

認知症対応型通所介護事業所、小規模多機能型介護事
業所及び認知症対応型共同生活介護事業所の管理者と
なる者に対し、当該事業所を管理・運営していくための知
識と技術を習得する。 3回 1カ所 10時間 44A

認畑JIE対応型
サービス事業開
設者研修

1,県内の認知症対応型通所介護事業所、小規模多機能型居
宅介護事業所及び認知症対応型共同生活介護事業所の管理

者、及び管理者になることが具体的に予定されている方
2認知症介護実践研修 (実践者研修)または痴呆介護実務者
研修 (基礎課程)を修了している方
3.当該事業所所在地の市町村長の推薦を受けた方

認知症対応型通所介護事業所、小規模多機能型介護事
業所及び認知症対応型共同生活介護事業所の管理者と
なる者に対し、当該事業所を管理・運営していくための知
識と技術を習得する。 1回 1カ所 12時間 14人

小規模多機能
型サービス等計
画作成担当者
研修  ‐

1,県内の認知症対応型通所介護事業所、小規模多機能型居
宅介護事業所及び認知症対応型共同生活介護事業所の管理

者、及び管理者になることが具体的に予定されている方
2認知症介護実践研修 (実践者研修)または痴果介護実務者
研修 (基礎課程)を修了している方
3当該事業所所在地の市町村長の推薦を受けた方

認知症対応型通所介護事業所、小規模多機能型介護事
業所及び認知症対応型共同生活介護事業所の管理者と
なる者に対し、当該事業所を管理・運営していくための知
識と技術を習得する。      | 1回 1カ所 53時間 11人

三畢島:ξ職留馴1響葬F尋奮季翼雪季撃I二聟 髯鷲護鷲臓種絆1帝尋尋翼響讐管撃Ff91輩翠マl子雷|
研修日数が長いことと、事業所から職員を研修に出席させることが難しいとの意見あり。(多

忙、連続日程は困るなど)
講師間の連携(研修の目的や流れを共通して理解し、全体で一つの研修としてまとめること
1回の受講人数が多くなると、通達や演習が行き届くのが難しく、能力資質にも差がでる傾
向がある。

ホームページの活用
県の広報への掲載依頼
事業所への案内・発送

管理者(経営者)への働きかけ(研修に参加し、人材育成を進めることが事業
所の発展に結びつくことを実感してもらう。
研修目的や内容が具体的で、実践に生かせるものとし、長時間の研修の場
合は、単元毎に数回に分けて開催する。
資格取得のための研修に偏らず、人材育成にも力を注ぎ、仕事への誇り・や
りがい等を感じてもらえる人を育てる。
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陽7■保艇肛設・手栗
者等職員新任研修 I

ll会福祉施設(保育所含む)、 介護保険施設・事業
者、社協の経験2年未満の職員で福祉保健分野以
外も含め職務経験がない職員

福祉サービスの理念と実践 ・仕事の仕組みと手順を学ぶ
新任職員のメンタルヘルス・接遇マナーを学ぶ

1回 1カ所 10時間(2日 ) 144人 0円 145,786円

隈71L保 に 施 設・争 栗

者等職員新任研修Ⅱ
社会福祉施設 (保育所含む)、 介護保険施設・事業
者、社協の経験2年未満の職員で福祉保健分野以
外も含め職務経験がある職員

福祉サービスの理念と実践 ・仕事の仕組みと手順を学ぶ

新任職員のメンタルヘルス ・接遇マナニを学ぶ
1回 1カ所 10時間 (2日 ) 144ン｀ 0円 69,207円

福祉保健施設・事業
者等職員中堅研修 I

(組織性)

社会福7■施設 (保育所含む )、 介護保険施設・争栗
者、社協の職員 (経験2年以上5年未満で主任・係長
等の役職にない職員)

中堅職員に求められる役割
職場におけるリーダーシップとチームワーク 1回 1カ所 10時間 (2日 ) 102,ヽ 0円 204,984R

侶71L保健施設・争栗
者等職員中堅研修 E

(組織性)

社会福祉施設 (保育所含む)、 介護保険施設・事業
者、社協の職員(経験5年以上で主任・係長等の役
蔵にない職員)

中堅職員に求められる役害リ
中堅職員に求められる組織活動 1回 1カ所 10時間(2日 ) 128ン｀ 0円 183,000円

侶71L保促胞談・手栗
者等職員中堅研修
(専門性)

位云 縄 71L胞 改 t保育 FJI冨 む り、つ曜 保 阪 地 改・争 兼

者、社協の職員・生活支援員等で職務経験5年以上
の者

iCF(国際生活機能分類)の基礎的な理解と当事者中心の「共通言語」
としての活用
ICFの視点を生かしたケアスキル・専門性向上の取り組み
対人援助とソーシャルウニク

1回 1カ所 10時間 (2日 ) 85ノ｀ 0円 330,424F]

施設等相談援助職員
中堅研修①(専門性)

社会福祉施設(保育所含む)、 介護保険施設・事業
者、社協t県市町村で利用者、利用家族との相談・

面接等を主業務としている職員(相談業務経験2年
以上5年未満の者 )

社会福祉とカウンセリング
面接技法とコミュニケーション
カウンセリングの実際

1回 1カ所 10時間 (2日 ) 64りヽ 0円 160,082円

施 設 寺 租 談 残 朗 職 員

中堅研修② (専門性)
社会福祉施設 (保育所貧む )、 介護保険施設・争栗
者、社協、県市町村で利用者、利用家族との相談・

面接等を主業務としている職員 (相談業務経験5年

以上の者 )

福祉カウンセリングの実際
効果的な面接を行うためにO②

1回 1カ所 10時間(2日 ) 47人 0円 72,058R

詞理技術研修 儡社施設職員で調理に携わつている万 ソフト食を取り入れた高齢者向けメニュー①
幼児向け行事食(アレルギー対応食を含む)
スピードクシキング
ソフト食を取り入れた高齢者向けメニュー②
ソフト食を取り入れた高齢者向けメニュ¬Э

5回 1カ所 35時間 (1日 ) 150ンヽ 0円 473,000円

認知FI介護基礎研修 ll会福祉施設、介護保険サービス事業所等で介護
経験2年未満  :

・高齢者保健福祉制度の理解 ・尿族の理解・高齢者との関係の理解
・認知症に関する基礎知識 ・認知症介護の基本理念 ・認知症介護
の基本技術 ・コミュニケーション技法 ・研修のまとめ 1回 1カ所 5時間(1日 ) 76人

会員
6,500円

非会員
7,500円

118,OoOR

認 刑 JIEj r護 美 政 百 排

修
社会福祉施設、介護保険サ=ビス事業所等で介護
経験2年以上の方

現場における認知症サニビスの質の向上等
2回 1カ所 84時間 (14日 ) 203ノヽ 25,000円 2,000,000円

認知症介護実践リー
ダー研修

ll会福祉施設t介護保険サービス事業所等で介護
経験2年以上の方

介護現場におけるリーダーとして求められる指導力の養成等
1回 1カ所 54時間(9日 ) 37ノ｀ 25,000円 500,000R

腿設寺租訟磯切職員

中堅研修②(専門性)
社会福祉施設(保育所含む)、 介護保険施設・争栗
者、社協、県市町村で利用者、利用家族との相談・

面接等を主業務としている職員(相談業務経験5年

以上の者)

福祉カウンセリングの実際
効果的な面接を行うためにO②

1回 1カ所 10時間 (2日 ) 47人 0円 72,058円

野轟1嗣電:嘲謝貯郁攀
受講定員に対して申込者が多く、受講をお断りするケースが増えている。 自主企画による研修ではニースの高い研修の実施回数を増やして対

応している。(同内容を複数回実施)
できるだけ繁忙期に実施しない、同階層対象の研修を同時期に実施し

な:ヽ
他種別団体の研修時期準 認するなど、実

“

時期に配慮してい

争栗FJfが研修へ派遣しやすいよう費用助成を検討する(キヤリア形成助成金の
活用など)



事業者団体調査 (山形県社会福祉研修センター)
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山形県社
会福祉研

修セン

ター

肩齢者福 7■種
別新任職員研
修1～ 2

・高齢者福祉種別施設において勤務年数
が2年未満の者
・現任のホームヘルパーで経験年数が2
年未満の者
・県・市町村社会福祉相談機関の新任職
員

「社会福祉の基本理念と従事者の役害1」
「社会福祉従事者としての目指すもの」
「対人コミュニケーションを学ぶ」

2回 1カ所 19時間 (4日 ) 296人

高齢者介護関

係職員研修 1～
4

高齢者介護関係事務所における介護業

務担当職員
D高齢者福祉の現状把握と専門的知識・ケアの目的の
確認
Э認知症のケアと援助技術
Эコンプライアンスルール策定の意義
Э排泄ケアの重要性・有効性、具体的手法

4回 1カ所 18時間 (4日 ) 465人

社会福祉施設
ケアリーダー研
修

社会福祉施設 (保育所を除く)において介
護・援助業務のリーダー的立場にある者
等(平成21年度受講者を除く)

「組織・職場内の人間関係のあり方」
「権利擁護について」
「福祉サービスにかかわる苦情解決に向けて」
「施設における虐待・成年後見制度について」

1回 1カ所 9時間 (2日 ) 143人

ホームヘル
パー研修 1～
3、 主任

・現任のホームヘルバー
・主任ホームヘルバーまたは主任の業務
を担当している者、サービス提供責任者

Dサービス提供責任者の貢務と教育体制
Эホームヘルパーの専門性を高める対人援助技術
Э認知症のケアと介護現場での問題点
Э自立を目指す介護技術

4回 1カ所 23時間 (5日 ) 364A

岬 薪卍当i錦
=:岬
聾1藩蒙:翠轟下,

,参加可能な事業所が偏つてくる。各研修とも受講定員を上回り、お

断りしなければならない場合が多々みられる。

・独自のメールシステムやホームページを活用し、県内の
全対象となる施設・事業所に同じ条件で案内している。
・1日研修を増やしている。
・アンケートをもとに参加しやすい時期 (月 末を避ける等)
を設定している。

各事業所の労務管理や人材育成の重要性の徹底。
研修に参加できるだけの十分な人員配置と予算措置。



県社会福

111彙

椰 聯 笏
儡島県種
会福祉協

議会

リスクマネジメン
ト研修

社会福祉施設でリスクマネジメントを担当する職
員。〔1施設1名 。〕

露義1施設事故の現状と安全の基本」
講義・演習「事故発生の背景要因分析」 1回 1カ所

5時間
(1日 )

182人 2,000円

介護福祉士 受
験準備講習会

平成21年度介護福祉士国家試験を受験しようと
する方(200名 定員)

萱 害 者 福 カト

1回 1カ所 8日 199人 16,000円

種云張71L施設
指導的職員研
修

社会福祉法人が経営するl■会福祉施設 (民間
保育所を含む)で、主任、係長等の役職にある
職員。ただし、全プログラム(3日間)の受講を原
則とする。

講義「福祉サービスの理念・動向と指導的職員への期待」
等

2回 1カ所
185時 間
(3日 )

120ジに 5,530円

職場研修担当
職員研修

社会福祉施設において職員研修を担当してい
る者。

講義・演習「これからの福祉人材育成と職場研修」「職場
研修の考え方と推進方法①」等 1回 1カ所

115時間
(2日 )

69ノヽ 5,040円

職場研修担当
職員フォロー
アップ研修

社会福祉施設において職員研修を担当してい
る者

講義・演習「職場研修の考え方と推進方法」等

1回 1カ所
5時間
(1日 )

45人 2,000円

7■芸侶71L施設
新任職員研修

社会福祉法人が経営する社会福祉施設 (民間
保育所を含む)で業務経験2年未満の職員 (主
として新採用職員、業種・職種は間わない)

講義「福祉サービスの理念・動向と新任職員への期待」等

5回 1カ所
185時間
(3日 )

313人 5,530円

刷騨餞群1籠翼奪嬰肇蔀尋

`」

理奮鷲甦里繁峯ヨ奮: 一薄 房F    F電 1零智鸞繋嘩 勇騨頭著響静γ琴冊零こ撃ヨ辞髪li     警雰[曜華菅

雰鵬覇銅暴翼認騨lヨ賄 鱚 勇罫1鑓♀彗111重11暴鍵弔卿 肇桑套婆曇野P=7年言辱1騨
・平成21年度の在宅介護指導者研修参加対象者が限定さ
れ、参加者が少数であり、今年度については、研修内容は
変更せず、研修名を変更し、また、参加対象者を拡大し、
多くの参加者を募る。

・各種社会福祉施設長等が、研修会の目的を理解していただき、多くの参加者を募ること
が必要。
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者団体調査 (栃木県社会福祉

鶉
質問簾 団体:=お1する昨年1度の介護顧 を対轟 研1鶴等.囃 対‐象1着コ嗜薄実施口数等:=丼 にヽ嶺記載L椰C錯|■|`拳籠1辮,準轟[:|■11■■キヽ|■::■|■■●:=■■1義.=:==■ |

熙 莉 翻 乳野 趾
91::趣堕嘩 :

切 稲な1■

'社会福祉施設新
任職員研修会
(前期)【委託】

新たに社会福祉施設に従事し、経験年数¬年未
満の職員

講義『県政の動向について』
講義『福祉の仕事に携わつて』
講義『対人援助と社会福祉の視点』

高齢分野、
障害・児童
分野 各¬

回

1カ所 5時間 (2日 ) 332ン｀ 0円 5,873,919円

総事業費は、報
告研修以外を含
む全委託研修
実施にかかる決
算額を記載。

社会福祉施設新
任職員研修会
(後期)【委託】

社会福祉従事経験年数1年未満の職員で、原則
として5月 に開催した新任職員研修会 (前期)を
受講した者

講義:信頼されるスタッフを目手旨して」
講義・演習「元気に創造  とちぎの福祉～今まで
の自分とこれからの自分～」

高齢分野、
障害・児童
分野 各1
回

1カ所 55時間(2日 ) 249人 0円

位宏縄 71L施設指
導監督職員研修
会【委託】

位宏侶71L麗設 t保育防・f政 ほくり、
`「

護保阪

施設における事務長クラスの中間管理職員(施

設長、副施設長、公立施設職員は除く)

蒲義 1実践ビジネスコーチングスキル」

1回 1カ所 5時間 (1日 ) 54人 0円

平成21年度社
会福祉施設中堅
職員研修会【委

=手
ヽ

果育所を除く社会福祉施設の職員で、経験年数
5年以上かつ主任や係長等、指導監督職位前の

中堅職員である者

再義1職場のリーダーシップ」

1回 1カ所 5時間 (1日 ) 52りに

老人福祉施設生
活相談員等研修
会【委託】

老本福祉施設・介護保陳施設の生活(支援)相
談員、看護職員、介護職員等

講義・演習「尊厳ある看取りを実践するために」

1回 1カ所 5時間(1日 ) 103りヽ 0円

老人程仕地設磯
能訓練指導員等
研修会【委託】

特別養護老人ホーム及びデイサービスセンター
に勤務する、経験年数5年以下の機能ヨ1練指導
員または機能訓練指導員としての勤務が予定さ
れている者

講義・演習「施設における機能訓練」

1回 1カ所 3時間 (1日 ) 27人 0円

ケースワーク講
奎【委託】

受講を希望する社会福祉従事者 (保育所を除く) 講義「ケースワークの視点を学ぶ」
1回 1カ所 5時間 (1日 ) 142ノ｀ 0円

カウンセリング
(コミュニケーショ
ン技術)講座【委
託】

(1)社会福祉行政職員で相談業務に従事する者
(2)社会福祉施設職員(保育所を除く)で相談業
務に従事する者
(3)その他社会福祉関係職員で相談業務に従事
する者

講義「カウンセリング研修(基礎 )」
講義「カウンセリング研修(応用)」

1回 1カ所 20時間 (4日 ) 39ノ｀ 0円

百武術 式

`)護
講

座【独自】
老人福祉施設従事者で受講を希望する者 講義・演習「古武術式介護講座」

2回 1カ所 2時間(1日 ) 83ノ｀ 2,000円 273,560R

総事業費は、報
告研修以外を含
む全独自研修
にかかる決算額
を記載。

フットケア講座
【独自】

老人福祉施設または身体障害者施設従事者で

受講を希望する者
霧義・演習 :フットケア講圧」

1回 1カ所 4時間 (1日 ) 56人 2,000円

暴覺野菫齢 1零撃撃響 争1彗貿警習マ:鷲郵録甲
・委託研修について

毎年定員を超える研修があるが、受講料を徴収していないため、予算減の状

況において実施回数を増やすことができない。
・独自研修について
内容による参加人数の予測が難しく、参加しやすいよう受講料を低く設定して

いるため、謝金が高額となる講師に依頼することができない。

・行事の入りやすい時期を避けて開催する。

7
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高齢者福祉施設
析任職員

・高齢者施設職員 正しい基礎知識の習得と、基本的なマナー及び職場におけるコ
ミュニケーションとチームワァクを学ぶ。

2回 1カ所 11時間(2日 ) 229人 6,000円

陣吾者福71L麗設
新任職員

・障害者施設職員 正しい基礎知識の習得と、基本的なマナー及び職場におけるコ

ミュニケーションとチームワークを学ぶ。
1回 1カ所 10時間 (2日 ) 88ン｀ 6,000円

在宅新任職員 ・事業所従業者 在宅サービスの利用者理解を深め、職員としての資質と福祉
サTビスの質の向上に資する。 1回 1カ所 10時間 (2日 ) 55人 6,000円

指導的職員 I ・実務経験3年以上の施設職員 指導的職員に期待される基本的役害1を理解し、必要となる知識
や技能を学ぶ。

1回 1カ所 5時間 (1日 ) 41人 5,000円

指導的職員Ⅱ ・実務経験5年以上の施設職員 記録の意義について字び組織の強化と、利用者支援の向上につ

なげる。
1回 1カ所 5時間 (1日 ) 90シヽ 5.000円

接遇・マナースキ
ルアップ

・施設の指導的職員 施設・事業所での接遇等に関する教育指導者を育成する。
3回 1カ所 5時間 (1日 ) 135人 5,000円

リスクマネジメン
ト

・施設介護職員 リスクマネジメントの基本的な考え方を学び、より安全な利用者
支援につなげる。

1回 1カ所 55時間 (1日 ) 158ノ｀ 6,000円

ストレスマネジメ

ント

・施設指導的職員 福祉職自身のストレスに対するセルフケアと組織内でのラインケ
アのあり方、対処法を学ぶ。

2回 1カ所 5時間 (1日 ) 75A 5,000円

高齢者虐待防止 ・施設介護職員 福祉現場や家庭等で起こりがちな事例を通して、虐待防止のた
めの具体策を学ぶ。

1回 1カ所 5時間 (1日 ) 66ノ｀ 6,000Fl

介護実技 ・麗 設

`)言

隻

“

箋員 移乗・移動など基本的な介護技術を習得する。
(要介護者の理解とコミユニケーションのとり方など)

5回 1カ所 15時間 (2日 ) 140ン｀ 8,000円

介護技術再点検 ・施設介護職員 介護技術の基礎に関する知識及び技能を再点検することによ
り、適正な介護技術を習得する。

2回 1カ所 55時間 (1日 ) 78りヽ 8,000円

転倒・転落予防 ・施設介護職員 転倒・転落事故に関する対応について、介護及びリハビリの視点
から身体のし〈みと周辺の環境整備を学ぶ。

2回 1カ所 5時間 (1日 ) 175人 6,000円

認知症ケア ・施設介護職員 脳と木蝋の基本的知識を基に、BPSD(認知症の疾患)別特徴と
ケアのポイントを事例を通して学ぶ。

3回 1カ所 10時間 (2日 ) 152人 6,000円

施設ターミナルケ
ア

・施設介護職員 終末期における利用者へのケアの実践を学び、家族との関わり
などについて学ぶ。

1回 1カ所 5時間 (1日 ) 89ノk 5,000円

在宅ターミナルケ
ア

・居宅介護職 員 絡末期における利用者へのケアと家族を支えるための知識・姿
勢を学ぶ。

1回 1カ所 5.5時間 (1日 ) 43人 5,000円

口腔ケア ・施設介護職員 浸食・嘆下障害の基礎知識をはじめ、食事介助の基礎技術を習
得する口腔ケアを学ぶ。

3回 1カ所 4時間 (1日 ) 184人 6,000円

枚急法基礎 ・介護職員 施設内において障害:急病等の事態が生じた際の応急処置など
を実践的に学ぶ。

5回 1カ所 45時間 (1日 ) 195人 5,000円

身体拘束廃止 ・施設介護職員 身体拘束廃止を実践するための必要な考え方を学ぶ。
1回 1カ所 10時間 (2日 ) 21人 8,000円

感染症対策 ・介護職員 感染症対策についての理解を深め、感染症に関する正しい知識
を習得する。

1回 1カ所 5時間 (1日 ) 74人 5,000円

新人職員7昌71L人
間講座

・新採用職員 新任職員に必要な社会福祉援助技術の知識を字ぷ。
(新任職員の心構え、対人援助の基本姿勢)

1回 1カ所 5時間 (1日 ) 295ノヽ 5,000F月

コミュニケーショ
ン・対人援助技術

・援助職員 コミュニケーションの基本姿勢と対人援助の基本を学ぶ。
2回 1カ所 10時間 (1日 ) 133人 5,000円

8
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千葉県社
会福祉研
修セン

ター

ケースカンファレ

ンス

・厖認彰卜護職 員 カンフアレンスの理論と実践を字ぶ。
2回 1カ所 5時間(1日 ) 131人 5.000円

アクティビティ・

サービス
・高齢者施設職員 日常生活援助技術を習得し、より高度な福祉サービスに寄与す

る。
1回 1カ所 11時間(2日 ) 24人 10,000円

スー′ヽ一ビジョン ・介護 叉傲 専 門 員寺 スーバービジョン実践の基礎知識と実践を字ぶ。
1回 1カ所 11時間 (2日 ) 23ノk 6.000円

居宅ケアマネス

キルアップ
・介護支援専門員等 介護保険改定のポイントを学び、適正な運用を学ぷ。

2回 1カ所 25時間 (1日 ) 192人 6,000円

サービス提供貢
任者

髪 供貢仕者
・管理者

サービス対象別の適正な事業運営ポイントと登録ヘルバーヘの

指導・育成手法について学ぶ。
1回 1カ所 10時間 (2日 ) 79ノに 6.000円

医療的行為基礎
知識

・施設介護職員等 医療的行為の基本的な知識と理解を深め、業務に必要不可欠な
医療知識を実践的に学ぶ。

2回 1カ所 5時間(1日 ) 141人 6,000F月

食事サービス ・施設介護職員 食事ケアや食中毒等に関する衛生管理と栄養管理を複合的に
学び、介護職員としての食事介護の姿勢について学ぶ。

1回 1カ所 5時間 (1日 ) 88ン｀ 6.000円

高次脳機能障害 ・施設介護職員 具体的な事例を通して(高次脳機能障害に対する正しい知識を
習得し、援助のあり方を学ぶ。

lE] 1カ所 5.5時間 (1日 ) 116人 6,000Fヨ

弓11ll管?露性警Fl爾習撃|:群 翌臭野騒覇辞ゲ習譲郡薫鋒
=F≦

讐71 曇彩暉澪鶏葦11手111群liT11119「爾ifi聟程彗I弔当署1野f111
福祉従事者の離職等により、質の確保やキヤリアバスの構築が難しい。

研修への参加目的が、公表や評価対策になつていると感じることがある。

介護実技の研修等が必要だが、環境的にも大人数での実施が困難であ

る。
建物 (研修センター)の老朽化に伴い、研修を行う快適な環境ではない。

県社協のホームページ等で年間研修計画等を周知している。
「研修ネット予約システム」を導入し、24時間体制での申込みを
可能とした。
福祉の総合知識ではなく、専門性を深める研修企画にシフト(変
更)している。
今年度より、受講履歴管理の出来る「自己管理カード」を導入し
た 。

応分負担による研修体系では、施設、事業所等の負担が大きく、受講者の知識習得に
対する目的や意識・モチベーション等が上がらないように感じる。
したがって、公的補助による現任研修体系にし、一定の受講義務を与え、段階的に知識
等が習得できるシステム(例えば階級性の導入や、地位の保証など)を構築することによ
り、離職防止にもなり専門性の高い人材育成に役立つと考える。

9
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認知狂弁護 IJl修 東京都内介護保険施設・事業所に従事して
いる介護職員          ‐

・認知症介護実践者研修
8回 1カ所

6日 (職場実習
2週間 )

660りヽ
東京都委
託研修

認知症対応型サービス事業管理者研修
6回 1カ所

2日 (他施設実
習1日 )

321人

小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修 4回 1カ所 2日 50人

認知症介護実践リーダー研修

2回 1カ所

8日 (他施設実
習5日 /職場
実習4週間 )

80人

認知症対応型サービス事業開設者研修

2回 1カ所 1日 32りk

中堅介護職員の
ための総合的・

専門的・継続的
研修

都内高齢者福祉施設において、介護福祉
士資格を持ち、新任者を指導する立場にあ
る介護職

熟練者志向のキャリアアップ～新任者に伝える移動介護

1回 1カ所 5日 52人

養成機関
との共同
開催 研
修室独自
事業

介護職員スキル
アップ研修

東京都内介護保険施設・事業所に従事して
いる介護職員

・医療的知識の必要性について 。高齢者の身体と疾病
の特徴
。状態の観察と緊急時の対応 ・医療的な配慮が必要な
利用者等に対するケア ・ 演習 他

4回 2カ所 3日 600人

東京都委
託研修
(都単独
事業)

訪間介護サービ
ス提供責任者研
修

港区内の訪問介護事業所サービス提供責
任者

・サービス提供責任者の業務理解と訪間介護計画書作成
プロセスを確認する
・訪問介護計画書の見直し～モニタリングを中心に支援
に活かす

3回 1カ所 3日 109人

港区委託
事業 (区
単独事
業 )

訪問介護事業所
における業務の

標準化を学ぶ研
修

・都内訪問介護事業所を管理・監督する立

場の方
・都内訪間介護事業所で標準化を推進する
立場のサービス提供責任者の方

・標準化とは何か ・訪間介護事業所における標準化の

必要性 ・自事業所における標準化の取り組み ・実践プ

ラン作成 ・発表 。まとめ 1回 1カ所 1日 300りk 独自事業
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社会福祉
協議会

スキル基本研修

(介護系 )
介護職員 俣 務経験 1年禾満リ Э対人援助職としての基本姿勢 ②チームケア(lX2)③介

護基本技術 1回 1カ所 18時間(3日 ) 延べ144人

スキル 同上 研修 介護職員 (実務経験概ね3年程度 ) υ介護職としての基本姿勢 ②チームケア ③介護技術演習
1回 1カ所 18時間(3日 ) 延べ120人

呪任看研修 福祉施設従事者 Э社会福祉の動向②利用者の権利擁護の考え方 ③福祉
従事者としての基本姿勢・理念 ④人材育成の仕組みの理
解⑤記録の意義と役割⑥どう活かすキヤリアパス

21回 1カ所 245時間(42日 延べ2,243人

碑宗川県
社会福祉
事業団

認知症介護栗

践者研修
介護保険施設・事業所等(介護老人福祉
施設・介護老人保健施設・認知症対応型
共同生活介護事業所・特定施設入居者生

活介護事業所等)で実務経験2年以上の
介護職員等。

高齢者介護実務者に対し、認知症高齢者の介護に関する実
践的研修を実施すること、また認知症介護を提供する事業所
を管理する立場にある者等に対し、適切なサービスの提供に

関する知識等を修得させるための研修を実施することによ
り、認知症介護技術の向上を図り、認知症介護の専門職員を
養成し、認知症高齢者に対する介護サービスの充実を図る。

3回 5カ所

6日間(36時
間)+他施設実
習1日 +職場研
修4週間+実習
のまとめ1日

242'k

認 則 JI'「 護 芙

践リーダー研修
介護・看護におけるチームリーターの立場
にある者で、介護業務に概ね5年以上従
事した経験を有し、実践者研修を終了し、
1年以上経過している者

高齢者介護実務者及び指導的立場にある者に対し、認知症
高齢者の介護に関する実践的研修を実施することにより、認
知症介護技術の向上を図り、認知症介護の専門職員を養成
し、認知症高齢者に対する介護サービスの充実を図る。

2回 3カ所

10日間(63時
間)+他施設実
習3日 +職場研
修4週間+実習
のまとめ3日

75人

認知JIE対応型
サービス事業管
理者研修

認知症対応型サーヒス(認知症対辱型逮
所介護事業所・′Iヽ規模多機能型居宅介護
事業所′認知症対応型共同生活介護事業
所)の管理者 (予定者 )

指定認知症対応型サービス事業所で管理者として従事する
ことを予定している者を対象に、指定認知症対応型サービス

事業所を円滑に管理・運営するための研修を実施することに
より、必要な知識・技術をもった指定認知症対応型事業所の
管理者を養成し、認知症高齢者に対する介護サービスの充
実を図る。

3回 2カ所
請義6時間×4

日
87人

小規模多機能
型サービス等計
画作成担当者
研修

小規模多機能型居宅介護事業に動務す
る計画作成担当者 (予定者)。

指定小規模多機能型居署介護事業所の計画作成担当者(介
護支援専門員)として従事している者及び従事することを予
定している者を対象に、利用登録者に関する居宅介護支援
計画や指定小規模多機能型居宅介護事業所における小規
模多機能型居宅介護計画を適切に作成する上での研修を実
施することにより、必要な知識・技術をもった計画作成担当者
を養成し、認知症高齢者に対する介護サービスの充実を図
ム

3回 2カ所
講義6時間 ×4

日
23人

認知症介護基
本講座

介護保険施設・居宅サービス・訪間通所等
こ従事する介護職員で概ね実務経験5年
未満の者。

現任者研修体制の中核をなす認知症介護実践者研修をより
広く、認知症介護実務者に、基礎的な知識を習得する機会を
提供する。また、受講参加者が利用者中心の介護とは何か、
何故知識が必要かを考える。

1回 1カ所 6時間 Xl日 243'k

福祉講演会 一般県民、民生委員、福祉関係者、介護
保険事業者等

一般県民へのスビリチュアル・ケアに関する知識啓発等や医
療・福祉関係者等今の看取り介護に関する基本的な知識を
習得する機会を提供し、尊厳ある終末期の向上に寄与する。

1回 1カ所 3時間 Xl日 167人

家庭介護教室 一般県民、民生委員、福祉関係者、介護

保険事業者等

一般県民の方へ広く高齢者保健福祉制度及び介護保険制
度の普及を図る。

5回 5カ所

1日 目(3時

間)+2日 目(3時

間)× 5回=30
時間

251人

福祉の仕事セミ
ナー

高校生 (福祉の仕事に就きたい者、福祉
こ関心をもっている者)

福社の専門職を招き、体験談を交えた圧談会を行う。また、
特別養護老人ホームの見学、高齢者とのら、れあい、同じ目
標を持つた仲間との交流を通して、福祉の仕事を具体的なイ
メージとして考えられる機会を提供する。

1回 1カ所 6時間 Xl日 31人
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社会福祉

事業団

局硬生 ,卜護杯
験教室

高校生 旧祉ボランティア活動の位置付け、福祉の心やボランティア
の心を育てる。 3回 1カ所 6時FE5 X 12日 20人

身体祠束焼止

推進モデル施設

養成研修

介護老人福祉施設、介護老人保健施設、
認知症対応型共同生活介護事業所及び
特定施設入居者生活介護事業所のうち、
各団体等の推薦を踏まえ、13施設程度選
出し、当該施設の施設長及び管理者並び
に介護職員等(1施設2～ 5名程度 )

各地域における中核的施設において、実践的な取り組みを
実施するため、各地域の中核となる身体拘束廃止推進モデ
ル施設を養成する。

1回 1カ所
講義・演習(6
時間)× 4日 間
+意見交換1日

47人

高齢者の権利
擁護に関する研
修

介護老人福祉施設、介護老人保健施設、
介護療養型医療施設、特定施設入居者生

活介護事業所及び地域密着型サービス事
業所の職員及び併設されている居宅系事
業所の職員。

高齢者の尊厳と認知症の介護を通じて高齢者虐待を防ぐた
めに介護施設を利用されているご本人、ご家族の声を受け止
め、適切なケアをすることができる介護施設や介護職員に必
要な専門性について考える。

1回 1カ所 4時間 Xl日 422りヽ

介護相談店勤
推進事業等研

修

介護相談推進事業を実施する介護相談員
及び認知症コールセンター事業を実施す
るコールセンター相談員等、介護相談活
動を行つている者。    ´

講義・濱習等により相談事業を通じて、介護サービスの相談
窓口として、適切な対応が実践できる人材を養成し、相談員
自らのメンタルヘルス対策等を推進するための知識を習得す
る。

1回 1カ所 35時間×1日 223ジヽ

早腋を文え07
アワーク研修

高齢者の介護の実務経験が概ね3年～5
年未満の者

高齢者の尊厳を支える生活支援をしていくために必要な知識
及び技術を習得する。 1回 1カ所 6時間 Xl日 55メ、

霞らしを素 る
介護福祉講座

―般企業の従業員、塚族 介護が必要な状態になつたとき、介護施設を利用する事を心
配と思つたときには、どのようにすればよいのか、そのような
時に備えての必要な知識やよりよい介護サービスを利用する
ことを学ぶ。

1回 1カ所 1.5時間×1日 20人

介護職員の認
知症介護基礎
講座

高齢者の介護の実務経験が概ね5年未満
の者

認知症介護のこれまでを振り返り、認知症の人の立場から視
点を捉える。その人本来の姿を理解し、真の二―ドを見極め
る。また、認知症介護のある場面を考え、認知症の人を介護
するうえで大切なことを学ぶ。

1回 1カ所 4時間 Xl日 388A

脚 辮 :1髯野T響鶏雲轟雌
社会福祉
法人神奈
川県社会
福祉協議
会

・体系的な研修の実施 (キヤリアバスに対暦する研修枠組み

の必要 )
・研修ニーズの把握、研修効果の把握(階層ごとに求められ
るもの)                   .
・より参加しやすい日程、時間の設定   ‐

・日程設定の工夫
・本会ホームページにおける研修案内・研修シラバスの提供

資格取得に向けた補助制度の促進
研修参加のための体みを柔軟に取得できるようにする

神奈川県
社会福祉
事業団

事前の会場がないため、研修の実施に苦慮している。 年間計画で同じ研修を複数回 (年→複数回、1日→昼・夜な
ど)実施している。
研修内容をインターネットなどに掲載している。

地域に区分けした研修支援が必要。

12
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新任職員研修 職務経験2年未満の処遇職員 社会福 7■の理念・動向」1福祉サービスの実践」等 1回 1カ所 2日 478ノk

甲竪職員基促

研修

職務経験2年以上で主任・係長の職にない
処遇職員

「社会福祉の理念・動向」「福祉サービスの実践」等
3回 1カ所 2日 447人

中堅職員専門
研修

職務経験5年以上で主任、係長の職にない
処遇職員

「社会福祉の理念・動向」「福祉サービスの実践」等
3回 1カ所 2日 408A

旧導的職員研
修

主任、係長、事務長の役職にある者 社会福祉の理念・動向」:能力開発」 等
2回 1カ所 2日 271人

施設運営管理
者研修

哩事長・施設長等の役職にある者 国及び県行政の動向」にれからの社会福祉法人の経
営について」 2回 1カ所 2日 264ンヽ

職場研修理由
職員研修〔初級
コース〕

職場研修担当者
〔初級〕

「これからの福祉人材育成と職場研修」「職場研修の考え
方と推進方法」等 1回 1カ所 2日 128人

職場研修lu当

職員研修〔中級
コース〕

職場研修担当者
〔中級〕

:OJT活性化施策の推進」l意図的・計画的指導の推進」
等 1回 1カ所 2日 92人

社会福祉研究
発表会

t設関係職員 基調講演「新しい時代の福祉と施設職員の役割」、研究
発表「従来型特養における個別ケアの実践について」
筆

1回 1カ所 1日 255りk

リスクマネジメ
ント研修

蔵場経験5年以上の職員で指導的立場に
ちる者

講義・演習「リスクマネジメントの基本と価値観診断」、演
習「ケース討議とグリレープシンク」 1回 1カ所 1日 100人

スーバーバイ
ザー養成研修

戦務経験5年以上の職員で指導的立場に
ちる者

講義 Iスーバービジョンの基礎理論」、演習 I自 己覚知と

他者理解」等 1回 1カ所 3日 49人

コミュニケーショ
ンスキルアップ

研修

識務経験2年以上の職員 講義・演習「『介護体験から語る』介護実践におけるコミュ
ニケーションの特性」、講義・演習「コミュニケニションによ
るケアの技法」

2回 1カ所 2日 391人

暖遇研修[初級
コース〕

戦務経験2年未満の職員 講義
「
接遇の基本～福祉サービスの心構えとマナー」、講

義・演習「職場における実践マナー」 2回 1カ所 1日 214人

メンタルヘルス
研修

施設関係職員 実践報告「『心の悩み』等の相談機関について」講義「職
場のメンタルヘルス」

1回 1カ所 1日 163人

諄暉謝輩鰐甲疑響暫基:畢量墨纂軍1711群 ::肇「景彗FII筆野
=書

爾1勒
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所任職員研修 隣tLの 7■会福7■争栗従事看 (原員Jとして動務年数1年未満
の者」

講義・演習
4回 1カ所 135時間(2日 ) 385りk

キ堅職員研修 社会福祉事業に従事する経験年数3～ 5年で主任、係長等
の役職についていない者

需 露・漠 百

1回 1カ所 135時間(2日 ) 89人

甲 堅 職 員 フオ

ロ=アップ研修
7■芸福7■争業に従事する経験年数6年以上で主任、係長等
の役職についていない者

再義・漢 首

1回 1カ所 135時 間 (2日 ) 86人

彊 導 円 職 員 研

修
社会福祉事業に従事する主任、係長等の役職にある者 再 露・漠 首

1回 1カ所 13時間 (2日 ) 86人

↑護侶71L■養
成研修 (講義)

介護福祉士の国家資格の取得を目指す者 講 義

1回 1カ所 42時間 (7日 ) 116人

介護福祉士養
成研修(実技)

倉護福7■i国家試験の華記試験合格者で 平ヽ成22年 3月
実施の介護福祉士国家試験の実技試験を受験する者

異技
7回 1カ所 6時間 (1日 ) 189ンヽ

ナービス提供責
睡者

旧疋訪問介護事栗 FJTにおけるサービス提供貢任看 南義・漠 首
1回 1カ所 165時 間 (3日 ) 69りk

ホームヘル′ヽ一

技術講習会
現在の訪間介護員であつて、介護福祉士、介護養成研修1
級課程又は2級課程研修修了者

講義 ,演習・演習
3回 1カ所 12時間 (2日 ) i35りヽ

富山型デイサー
ビス職員研修

富山型デイサービス施設の職員 請義
2回 1カ所 12時間 (2日 ) 80りヽ

障害者 (児 )
ホームヘルパ

等養成研修

Эホームヘルパー(訪問介護員)養成研修1、 2級課程修了
者及び介護福祉士
②障害者(児)ホームヘルパーとして現に活動している者又
は今後活動しようとしている者(サービス提供責任者を含
む)

再 霧・美 首・反 百

1回 1カ所 17時間 (3日 ) 26人

移期文磯征栗
者研修 (視覚障
害者課程、全身
性障害課程 )

県内の障害者自立支援法上の指定 (または基準該当)居宅
介護事業所に勤務しているホームヘルパー (訪問介護員)
養成研修¬、2級課程修了者又は終了予定者及び介護福
祉士

蒲義・美 首

1回 1カ所 14時間 (3日 ) 48りヽ

行動援護従業
者養成研修

①ホームヘルバー1級又は2級課程修了者、介護福祉士で
知的障害者(児)又は精神障害者の直接支援業務に1年以
上従事した者
②県内の指定居宅介護事業所、指定児童デイサービス事
業所、指定相談支援事業所又は知的障害者入所施設等に
勤務している者

薫義・演習

1回 1カ所 195時 間 (3日 ) 31人

認知FIケア研修 介護老人福祉施設及び介護老人保健施設で3年以上勤務
する介護職員

語 義・漠 習

1回 1カ所 11時間(2日 ) 68人

リスクマネジメン
ト研修

介護老人福祉施設及び介護老人保健施設で3年以上勤務
する介護職員

露 義・漠 習

1回 1カ所 11時間 (2日 ) 65人

↑護職員記録
研修

介護老人福祉施設及び介護老人保健施設で勤務する介護
職員

再義・漠 首
1回 1カ所 5_5時間(1日 ) 51人
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石り‖県7■
会福祉協
議会

侶7■施設等共通階層別 (組

織編)職員研修

F■会 7昌 7」L施設職員 旧祉施設職員のその経験年数、職位などに合わせ、新任、中堅、指
尊的職員、指導的実践編、施設長運営管理研修などを実施してい
る。

20回 1カ所 14時間(2日 ) 734りヽ

対人援助技術講座 (基礎編 ) 老人、障害施設の生活相談員、介護職
員等

福祉 (生活支援)の専門職としての土台となる価値・倫理及び基本的
な知識について学ぶ。参加者個々が新たな学びや作業によって、実
践現場への効果的な反映と、専門職としてのスキルアップを図る。

1回 1カ所 36時間 (6日 ) 58人

対人援助技術講圧 (フオロー
アップ編)

過去に対人援助技術講圧曝 礎編)を受
講した者

基礎的研修終了後の実践を振り返りながら、その効果と課題を検証
しつつ、専門職としてのステップアップを図ること。また、専門職として
の個人とチーム・組織を意識したポジショングに視点を置くことで、支
援実践から事業運営を視野に入れた実践活動能力を養う。

1回 1カ所 12時間 (2日 ) 24りヽ

河 人 破 朗 硬 爾 語 懸 拒 導 有

養成研修)
基礎研修及びフォローアップ研修を経
て、職場や地域における指導者として主
体的な活動を目指す専門職

自己を振り返り、高めていくと同時に、指導者として必要な様々な知
識や技術を習得する。また、実践現場における課題等の検証を行
しヽ、これからの実践活動につなげる。

1回 2カ所
54時間 (9日 )の
うち3～ 4日 程度

12人

l■会福祉施設介護福祉士医
療行為等研修

社会福祉施設等に勤務する介護福祉士 介護7昌祉士が:行つてはいけない行為」を学び、l行える行為 (医療
外行為)について、対象の特徴に応じた適切な知識・技術について
習得する。

2回 1カ所 28時間(4日 ) 112人

老 人 匝 設 llu員階 層 万鴨丼修

(技術編)新任職員研修
老人施設で勤務経験3年未満の介護職
員

介護者として必要な基本的な心構えや介護技術を習得するととも
に、事例検討の意義及び留意点について学ぶ。 1回 1カ所 18時間 (3日 ) 38人

老人施設職員階層別研修
(技術編)中堅職員研修

老人施設で勤務経験3年以上の介護職
員

介護者に必要とされる対人援助の視点を習得するとともに、課題研
究をとおして日常の介護技術を再確認する。 1回 1カ所 18時間 (3日 ) 42A

老人施設職員階層別研修
(技術編)指導的職員研修

老人施設の指導的介護職員 介護者として必要となる援助の視点を再確認するとともに、指導的職
員としてのチーム実践の視点と技法を学びリーダーとしての自覚を
促す。

1回 1カ所 18時間 (3日 ) 22人

社会福祉施設職員テーマ別
課題研修
「社会福祉施設等における
介護職員の医行為に関する
知識と技術について」

社会福祉施設の介護職員 :行つてはいけない行為」を学びl行える行為 (医療行為以外)」につ
いて、特徴に応じた適切な知識・技術について講義・演習を通して学

1回 1カ所 5時間 (1日 ) 58A

介護実習指導担当者等スキ
ルアップ研修

介護実習生受入担当者、介護現場での

新任職員教育担当者

これからの福祉人材を育成する実習生受入れ体制を整備するため、
介護実習生の受け入れ担当者、及び、介護現場での新任職員教育
担当者として必要な視点や知識を習得する。

1回 1カ所 6時間 (1日 ) 42人

職場内研修担当者研修 (基
礎編・実績編 )

社会福祉施設の職場内研修担当者 福祉の職場における人材育成の意義や方向性、職場研修の基本的
な考え方、仕組みや推進の手順を習得する。

2回 (隔年
で基礎編2

回、基礎
編1回と実

1カ所 18時間 (3日 ) 38人

認郷FI介護芙歳研修 (∪栗
践者研修②実践リーダー研
修)

県囚の弁護保阪麗設・争栗助で認知症
介護に携わっている介護職員等で①実
務経験年数が2年以上②「実践者研修」
を修了して1年以上経過しており実務経
験年数が5年以上の者

①認知症高齢者の自立した生活を支援するために求められる認知
症介護の知識と技術、介護現場での実践力の習得
②実践者研修で得られた知識・技術をさらに深め、介護現場におい
て効果的・効率的なチームケアを担うことができる指導者の育成

①3回
②l回

1カ所

①265時間+実
習等4日 (11日 )
②555時間+実
習等19日 (27日 )

①177人
②28人

福祉施設におけるケア事故
予防研修

高齢者・障害者福祉施設の介護現場に
おけるリスクマネジメント担当者

利用者の安全対策を中心としたリスクマネジメント体制を整備するた
めの知識、手法について講義・演習を通して学ぶ。 1回 1カ所 12時間 (2日 ) 59メ、

考人侶7」師 設職員研究芸議
デイサービスセンター職員研
修会

jr護、看設職員他 介護保険制度の動向 介護事例の研究発表
介護に必要な感性 メンタルヘルス 等 1回 1カ所 10時間 (2日 ) 150人
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平成21年度石川県介護福祉
士会初任者研修

弁護1昌 llL士国家資格を取得して概ね3
年以内の者

介護程llLiとして身に看けなけれはならない介護理念・技術等の習
得(講義・実技)

1回 1カ所 21時間(3日 ) 18人

社団法人
日本介護
福祉士会
が実施す
る、47都道
府県支部

平成21年度石川県介護福祉
士会課題別研修

百川県介護福祉士会会員・一般県民・
学生等    

｀ 「介護リーダーに欠かせないコミュニケーションスキル」「介護福祉士
に求められる医療行為」等と題した講演 2回 1カ所 3時間 (1日 ) 219人

平成21年度石川県介護福祉
士会実習指導者特別研修

百川県介護福祉士会会員・介護職従事
昔等

介護福祉士養成施設からの介護福祉士取得を目的とした実習受け
入れ条件を満たすためt実習施設 Iに課せられた研修 (講義・演習)

4回 2カ所 25時間 (4日 ) 207メ、

平成21年度石川県介護福祉
士会第2回公開セミナー

石川県介護福祉士会会員・介護職従事
者等

l癒しのメンタルヘルスケア『この不思議なもの こころ～苦しむここ
ろ、幸せなこころ～』」と題した講演 1回 1カ所 15時間 (1日 ) 48人

主任ホームヘルパー研修会 主任、係長クラスのホームヘル′ヽ一
サービス提供責任者

サービス提供者の役割として、相談援助技術を習得し、ホームヘル
バーの指導者を養成する 1回 1カ所 5時間 (1日 ) 72ノ｀

フロック男ll■修会 児任のホームヘルパー 現場の実態に応じた、基本的な介護技術を再確認する
2回 2カ所 6時間 (2日 ) 78人

訪間介設計画作成・展開研
修会

サービス提供責任者、現在のホームヘ

ルパー
ホームヘルバーが仕事を楽しむために～サービス提供責任者が一
歩進んだ自らの役割を実行する～として、記録の書き方など、個別
に事例演習を行う

2回 2カ所 10時間 (2日 ) 75人

現任研修会 児任のホームヘルパー 医療行為におけるホームヘルバーのかかわりとして、訪間介護の基
本を再確認し、生活支援のあり方について学ぶ 1回 1カ所 2時間 (1日 ) 69人

・多くの介護職員が月ごとのシフト勤務で就労しているため、研修日時の設定、研
催の周知について、講師の日程調整、事務局の業務多忙等により、早めの周
知ができない状態にある。
・ホームベルバーは、シフト勤務で就労している為、研修会が平日に開催されると、
仕事を休んで参加することになる。休んでまで、研修会に参加するホームヘルバー
が少ない。講師との日程調整がうまくいかず、研修会の周知が遅れてしまう。
・研修開催案内については、全会員への郵送の他、会のホームページヘのアップ
ロードや、福祉施設へのファクシミリ送信等の手段を用いている。

・年度初めに年間の研修計画、各研修の目的、主な内容、参加対
象、開催期日などを掲載した「研修概要」を法人や施設に配布し、周
知している。
・県社会福祉協議会の広報誌に開催期日などを掲載し、広報してい

・各種協議技会、部会などの総会で参加の呼びかけをしている。
・参加が少ないと見込まれる研修について、他の研修で、開催要綱
を配布し、PRしている。
・研修開催案内については、全会員への郵送の他、会のホニムペー
ジヘのアップロードや、福祉施設へのファクシミリ送信等の手段を用

・研修会案内を県内の訪間介護事業所全てに郵送で案内し、ホーム
ページからも申込み出来るようにしている。
・参加費を徴収せず、会員・非会員が参加しやすいようにしている

・事業所の研修受講に対する理解(具体的には、出張扱い、有給

轟写畷り まなF瑠踊糀聴裏馴麒界轟
の給与の引き上げと待遇の改善などの施策、支援をこれまで以上に、国、地方公共団体
がすべきである。
・訪問介護事業所から、各研修会に参加する場合、休みではなく、給料が支払われる様
なシステムにする。

16
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fttflL賊 員 玉 涯 妨 惨 莉 仕 職 貝

研修 課程 I
県内7■会福l■事栗 FJrに動務する業務経験
が3年未満の職員

福祉サ下ビスの理念と動向 新任職員の役署1行動  福祉サー
ビスの実践 I 職場生活の基本動作 2回 2カ所 11.5時間 145A

程砒戦員玉涯研修 新仕職員
研修 課程 Ⅱ

県内社会福祉事業所に動務する実務経験
が3年未満の職員

組織活動の基本  コミュニケーションの基本  問題解決とチー
ムワーク 自己啓発の基本 2回 2カ所 12時間 129人

弱 71L職 員 王 涯 研 修 甲 堅 職 員

研修 課程 I
県内社会福祉事業所に動務する業務経験
が概ね3年以上で、主任・係長等の役割に
ない職員

福祉サービスの理念・動向と中堅職員への期待  中堅職員の
役割行動 職場の問題解決 創意工夫と企画提案 1回 1カ所 115時間 69りヽ

縄 71L職 員 玉 涯 研 修 甲 堅 職 貝

研修 課程Ⅱ
県内社会福祉事業所に勤務する業務経験
が概ね3年以上でt主任・係長等の役職に
ない職員

コミュニケーションの展開  チームワークの促進  職員指導・育
成の基本  自己啓発・相互啓発の促進 1回 1カ所 128*Fu1 73A

侶 71Lllt貝 王 涯 鮒 惨 I百導 阿 職

員研修
県内社会福祉事業所に動務する係長、主
任等のチーム・部門で指導的な役割を担う
職員

部門の問題解決・課題形成・改善革新 リーダーシップの基本
職員指導:育成の展開 専門性と指導性の自己啓発 1回 1カ所 123時間 80A

期 挙 F・蕗 施 改 運 日 の た の の 菜

務改善研修
社会福祉事栗 FJr等の連冨管理業務を行う
職員及び主任クラスの職員等

業務収書のあ景lI・基不 職場fJJ rlll退 発見と課題改正 栗務
改善の手法と進め方 業務改善実行プランの立案 事例紹介
(QC活動、自己変革など)

1回 1カ所 5時間 48ノ｀

人材育成のためのコーチング
研修

県内社会福祉事業所の管理職員、指導職
員等

コーチングの理念と原則等  傾聴、質問、確認、共感、承認、提
案等の技術 職場内実習の検討  今後の職場内活用のため
の実習

1回 1カ所 10時間 42ノk

陵遇指導者養成研修 職場内研修の担当職員または指導的職員 組織人として接遇動作とサービス提供姿勢  身につけるべきマ
ナーの理解と実践手法  対応マナーのあり方と実践手法 職
場内における接遇指導展開のあり方と留意点

1回 1カ所 1offiF"l 48人

曖遇指導者養成研修 職場内研修の lu当職員または指導的職員 組織人として援遇動作とサービス提供姿勢
身につけるべきマナーの理解と実践手法
対応マナーのあり方と実践手法
職場内における接遇指導展開のあり方と留意点

1回 1カ所
10時間 (2
日)

48りk

福祉のレクリエーション研修 県内社会福祉事業所 (老人・障害福祉施
設等)に勤務する職員

レクリエーシヨンの基礎知識  目的にあわせたレクリエーション・
ワーク 対象にあわせたレクリエーション・ワークとアレンジの技
術

1回 1カ所 6時間 59人

緊急時における救急法研修 県内社会福祉事業所に動務する職員 赤十字救急法について 一次救命処置・観察、保温救急員につ
いて 一次救命措置・赤十字救急法  急病、けが、きずの手当
骨折の手当 搬送・救護  実技および学科 2回 2カ月斤 21時間 66人

センター方式研修 県内社会福祉事業所 (老人・障害福祉施
設等)に勤務する職員

センター方式で字ぶこれからの認知症ケア  利用者本位のケア
マネジメント実現  センターの特徴と使い方の実際 1回 1カ所 10時間 46人
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小規模多機能型居宅介護にお
けるケアマネジメント研修

五却柾フr護夫政勁惨 4｀規俣ン磯記型
サービス等計画作成担当者研修受講者ま
たは受講予定者

小規模多機能ケアの視点 地域での暮らしを支える 地域で
の暮らしを支える事例から学ぶ

1回 1カ所 10時間 12人

認知症介護実践研修 (実践者
研修 )

・介護保険施設・事業FJr等に動務し、身体
介護に関する基本的知識・技術を習得して
おり、かつ介護実務経験が2年以上で、当
該施設・事業所長から推薦された者
・認知症対応型共同生活介護事業所の計
画作成担当者になることが予定される者

福祉専門職に必要な認知症介護の理念及び基本的知識・技術

2回 2カ F~f 126時間 155りに

認知症介護実践研修 (認知症
対応型サービス事業管理者研
修)        _

指定認知症対応型通所介護事業所、指定
小規模多機能型居宅介護事業所または指
定認知症対応型共同生活介護事業所の
管理者になることが予定される者であっ
て、認知症介護実践研修における実践者
研修 (l日基礎課程を含む)を修了している
者。

福祉専門職に必要な認知症介護の理念及び基本的知識・技術

2回 2カ月斤 8時間 75,ヽ

認知症介護実践研修 (4ヽ規模
多機能型サービス等計画作成
担当者研修 )

指定小規模多機能型居宅介護事業所の
計画作成担当者になることが予定されてい
る者であうて、認知症介護実践研修におけ
る実践者研修 (旧基礎課程を含む)を修了
している者

福祉専門職に必要な認知症介護の理念及び基本的知識・技術

2回 2カ所 53時間 36ノk

認知症介護実践研修 認知症
対応型サービス事業開設者研
修 )

指定小規模多機能型居宅介護事業者また
は指定認知症対応型共同生活介護事業
者の代表者になることが予定されている者

福祉専門職に必要な認知症介護の理念及び基本的知識・技術

2回 2カ「斤 16_75時間 16人

認知症介護実践研修 (実践
リーダT研修 )

指定小規模多機能型居宅介護事業者また
は指定認知症対応型共同生活介護事業
者の代表者になることが予定されている者

認知症介護の理念の介護現場での実践、ケアチームを効果的・

効率的に機能させるための養成
1回 1カ所 241時間 55りに

平成21年度アセスメント研修
「居宅サービス計画ガイドライ
ン方式」

'瀧
叉磯専門員実務研修・再研修受講者

等
講義I居宅サービス計画ガイドラインの使い方」
演習「各種様式の作成演習～フェイスシートから居宅サービス計
画書まで～」

1回 2カ F斤 2時間40分 139人

尋異聾轟 艶 墨 鰊 謳 藁 鼎 :臨鐵纂
研修請ETの発掘、養成と確保
広い駐車場を備えた研修会場の確保
研修受講の必要性の理解促進 (現状で満足している事業所にどのような研修参加を
促すか。)
研修効果の評価 (受講後の変化の把握がしにくい)
他の研修開催機関との棲み分け(役割分担 )

連続しての開催日設定はなるべく避ける。
参加しやすいような研修開催日を考慮する。
参加申し込み状況に応じ、年度内に複数回開催の実施
HPでの記載や事業所への文書案内はもとより、様々なキャリア
の職員に案内が行き渡るよう研修受講者に他の研修も案内す
る。

参加者のニーズ把握とその二―ズに応じた研修の企画立案
キャリアごとの到達目標を明示し、スキルアップを促す (チェッタシートの作
成)
施設管理者 (派遣提示者)の意識改革 (人材育成を図る上での研修受講の
大切さとキャリアごとの到達目標や必要スキルの認識を促す。)
職員の受講履歴の整備と管理。(カードを作成し、受講必要研修の明示)
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`)護
侶 71Li養灰 更磯研 修 03年以上介護等業務従事経験者

②高等学校等の専攻科において、
所定の教科の履修者
③将来国家試験受験予定者

学科 (10日 間・16科 日)、 実技 (2日 間 )、 411擬試験
(2回 )

1回 1カ所 12日 72人 28,000F弓 2,044,000円

社会福祉施設主任介護職員
研修

主任介護職及び指導的立場にあ
る職員

・職員指導育成の展開
・福祉の人材育成と職場研修の意義

1回 1カ所 5時間 (1日 ) 71人 0円 63,000円

質問2
●
一|■■

受験資格制度の変史に伴う研修内容 (科 目)の改正を検討 持になし 持になし
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社会福
祉協議
会

介護職員スキルアップ研修
(実技 )

儡 7■死 設・争 栗 FJrの介 護 職 員 介護職員を対象に介護技術を高め、より良い介護を目指すことにより、利用者への
サービス向上を図る。
長野県介護福祉士会に依頼して、介護技術の基本について講習を行つている。 4回 2カ所 6時間 242シに

介護職員スキルアップ研修
(講義)

旧 f■地 誠・争 朱 所 の フほ 臓 員 介護職員を対象に介護の知識を身につけ、より良い介護を目指すことにより、利用
者のサービス向上を図る。
介護記録の意義や方法について、講義を行つた。 2回 2カ所 4時間30分 446ンヽ

局 In‐有 施 該 城 員 鮒修 高齢者施設・事業所の中堅職員(主に
介護職員を対象)

高齢看厖設の中堅職員を対象に必要な知識と技術を高め、利用者へのサ,ビス
向上を図る。「利用者の安全・安心を考える」をテーマに講義、鼎談、グルニプ討議、
全体会を行つた。

4回 2カ所 4時間10分 563りヽ

り期 俣 胞 誠 官 埋 百 研 修 小規模施設(宅幼老所・4ヽ規模多機能
居宅介護・グループホームなど)の管理
者等

小規模施設・事業所の管理者を対象に管理職の役割やマネジメンHこついて理解
を深め、施設運営の方法及び職場環境の整備など利用者へのサービス向上を図
る。
小規模施設における「労務管理の重要性について」をテーマに講義及び対談を
各 ⌒ f_

4回 4カ〕子 3時間 215人

小規模ケア施設スタッフ研修 1｀規模ケア施設 (署幼老所、クルーフ
ホーム、共同作業所等 )の職員

1日 目に、地域における小規模施設の役割や利用者ケアについて学び、2日 間、他
施設での現場実習を行つたあと、4日 目には演習を中心に、現場実習の振り返りや今
後の小規模施設のケアについて考えた。

4回 4カ所
9時間55分 (1・ 4

日目分 )
225ン｀

Ft会福祉施設右護師研修 嘔祉施設・事業所の介護職員事業所の
旨護師

社会福祉施設事業所の看護師を対象に専門職の知識や役割を理解し、利用者ヘ
のサービス向上を図る。
「看護職と介護職の連携・協働について」をテーマにしたため介護職員の参加があっ
た。

1回 1カ所 4時間30分 222A

厚吾看施設職員研修 野 百 地 誠・予 美 FJTの 甲 堅 城 員 障害者施設の中堅職員を対象に利用者の視点に立った知識と技術を身につけ、君
調者へのサービス向上を図る。
早内で活躍されている2人の講師による講義演習を行つた。 2回 2カ所 5時間 88人

地域 彊 71LII進 研 修 市町村福祉担当職員、市町村社会福祉
協議会職員、福祉施設職員、自治会関
係者、民生・児童委員、ポランティア・
NPO団体関係者 等

認知症地域支援体制づくりに取り組む長野県飯綱町と、「認知症徘徊模擬訓練」に
取り組んだ同県大桑村。二つの事例をもとに、民生児童委員、施設関係者、行政・社
会福祉協議会職員等の参加者が、具体的な取り組みの進め方について意見交換を
行つた。            ・ 2回 2カ所 4時間40分 412人

蔵場研修担当職員研修 阻雲 侶 71L胞 改・中 町 何 任 芸 偶 砒 協 議 芸

の研修担当職員
キヤリアバスについて 施ヾ策の動向等について学ぶとともに、人材育成や事業展開
への反映について、講義が行われた。
また、社会福祉施設における安全衛生対策について講義・演習を行い、自職場に
おけるリスクマネジメントの推進について理解を深めた。

1回 1カ所 4時間30分 85A

ll会福祉施設新任職員研修 原則として、経験年数1年未満の社会福
祉施設等に従事する新任職員(嘱託・臨
時職員を含む)

先輩職員による体験談をはじめ、対人援助の基本姿勢および接遇や、地域、福
祉、専門職の考え方、さらには福祉サービスの根幹を成すコミュニケーション等、新
任職員として学ぶべき事項について習得した。         .´ 2回 2カ所

10時間30分 (2
日)

802りヽ

高齢者施設。障害者施設リ
ダー研修

局肺 有 馳 設・厚 吾 首 施 設 の 有 尋 岡 城 員

等
高齢者施設・障害者施設のリーダーに求められる役割・責任、組織の活用方法に
ついて理解を深めるとともに、職場における課題発見の着眼点と解決のための実践
手法を習得した。

1回 1カ所 5時間10分 187ン｀

必要性についての啓発が重要であると考える。(広報の充実等)
・特に、小規模施設・事業所は、職員が少ないので、研修を受けられるような環
境づくりが必要だと思う。
・職員の研修参加を促進するための、事業所への公的助成事業の展開。

・介護職員といつても経験年数も違い、施設・事業所の規模も違う中で、
研修を行わざるをえない。
・本会の研修体制では1日の研修が中心になつてしまうg
・キヤリアパスに対応した研修体系の構築について
,他研修実施機関との連携や情報の収集。

に併設が多いデイサービスなど、小規模施設・事業所に対して
は別に直接研修案内を送付し、大勢の参加につながるように努めている。
・研修ニーズに対応した研修の追加開催の実施・検討。
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FJr任職員研修 (岐早地域 ) 経験年数2年未満の福祉・介護職員(保育
所を除く)

隔7■・介護サービスの基本理念や職業倫理等を理解するととも
こ、基本動作や組織活動の基礎を学ぶ   ′ 1回 1カ所 3日 100ン｀

新任職員研修 (東濃地域 ) 経験年数2年未満の福祉・介護職員 (保育
所を除く)

隔祉・介護サービスの基本理念や職業倫理等を理解するととも
こ、基本動作や組織活動の基礎を学ぶ 1回 1カ所 3日 80人

甲 賢 臓 員 研 修 経験年数2年以上の管理職を除く福祉・介
護職員 (保育所を除く)

中堅職員として期待される役割の理解と組織活動を推進する
ための知識・技術 (組織性)を学ぶ 1回 1カ所 3日 80人

指導的職員研修 (岐早地域 ) 主任・係長、課長等の役職にある福4■・介
護職員 (保育所を除く)

職場のり
=ダ
ー、中間管理職として期待される役割の理解と組

織活動推進のための知識・技術(組織性)を学ぶ 1回 1カ所 2日 80ノ｀

指導的職員研修 (東濃地域 ) 主任、係長、課長等の役職にある福祉・介
護職員 (保育所を除く)

職場のリーダー・中間管理職として期待される役割の理解と組
織活動推進のための知識・技術 (組織性 )を学ぶ 1回 1カ所 2日 80ン｀

社会福祉トップセミナー 社会福祉施設・介護保険事業所及び市町
村社協の役員・事務局長等

これからの法人運営・組織のあり方について学ぶ

1回 1カ所 1日 100ン｀

福祉・介護施設職員接遇研修
(基礎コース)

福祉・介護サTビスに携わつている職員 利用者本位の質の高いサービスを提供するために必要な接遇
応対の基本と知識・技術を学ぶ l回 1カ所 1日 100メ (

福祉 :介護施設職員接遇研修
(ステップアップコース)

接遇研修基礎コースの受講の修了者また
は、他の機関が実施した基礎的な接遇研
修を終了した者

接遇改善における先輩スタッフの役署り、職場での接遇改善の
進め方について学ぶ

1回 1カ所 1日 100ノ｀

介護職員記録研修 高齢者・障がい者関係の入所施設に勤務
している介護職員

介護職員が提供するサービスの日々の記録の菫要性について
学ぶとともに、介護記録のポイント・記入上の留意点を学ぶ

1回 1カ所 1日 100フヽ

リスクマネジメント研修 (第¬回) 旧祉施設・介護保険事業所で介護職員の
は導を行う者およびサービス提供責任者

リスクマネジメントの考え万や厄対の万法、手政を防ぐための
危険予知訓練の手法について学ぶ

1回 1カ所 1日 140A

リスクマネジメント研修 (第2回 ) 福祉施設・介護保険事業所で介護職員の
指導を行う者およびサービス提供責任者

リスクマネジメントの考え方や対応の方法、事故を未然に防ぐ
ための危険予知訓練の手法について学ぶ

1回 1カ所 1日 140ン｀

固人情報保護対策研修 旧祉施設・介護保険事業所等で個人情報
つ管理を担当する者

個人情報保護に関する知識を習得するとともに、その管理・対
応についての手法を学ぶ 1回 1カ所 1日 100ンに
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囃 餘 寺|ぎ誕韓
介護職員医療的行為基礎研修
(第 1回 )

侶 f■施 護・

`暖
保 阪 争 栗 FJTの

`唯
職 員 で

介護福祉士の資格を有する者
罰齢看・障がい者等に対する↑護現場において、必要な医療
の基礎知識および医療除外行為について学ぶ

1回 1カ所 1日 50りヽ

フ薩 臓員医環嗣fT
(第 2回 )

侶7■施設,介護保陳事業所の介護職員で
介護福祉士の資格を有する者

高齢者 '障がい者等に対する介護現場においてt必要な医療
の基礎知識および医療除外行為について学ぶ

1回 1カ所 1日 50A

障 か い有 価 lL関係 麗 設 戦 員 研

修
障がい看福祉関係施設の中堅職員で、3年
以上の経験のある者

章がい者の自立支援に対する理解を深めるとともに、個別支援
計画理解のための知識・技術を学ぶ

1回 1カ所 1日 55A

補 響 床 健 悩 f■研 修 偶 仕・フト護 の 粟 粉 l_征季 して い る稚 駁 年 数
が2年以上の職員

局姉看・障がい者等に対する介護現場において、ストレスケア
こついて基礎知識及び対応について学ぶ

1回 1カ所 1日 100,ヽ

rTl町何 位 云 脇 相 談 栗 務 征 子 首

研修
雨町有7■協の総合相談業務に従事する民
生委員及び担当職員等

市町村社協等の相談業務に必要な知識や相談援助技術を習
得する。

1回 1カ所 1日 95ンヽ

介護支援専門員実務研修受講
試験準備講習 `r護

文 残 早 門 員 美 粉 研 修 受 講 讀 駁 の 受 騒

資格を充たす者
介護支援専門員実務研修受講試験対策として必要な知識を習
得する。

1回 1カ所 5日 150人

υ参刀口石アンケートに対応する研修を
"た
めの指導看情報(評半J・報酬額等)の収集

Э企画運営にあたる職員の確保と育成(人件費の確保を含む)
Э参加者のニーズに応じた研修プログラムの開発
Э研修会場の確保

①参加者募集にあたっては、事業所単位に開催要綱を配布す
社 ともに、ホームページで研修の周知を行う。
②定員を超えても運営に支障がない限りは、最大限受け入れ
を行う。
③参加申し込みが定員の倍以上であった場合には、予定開催
回数を増やして対応する。

Э参加費の一部または、全額補助を行う。  ~~
②研修参加日は出勤扱いとし、旅費の支給を行う。
Э研修日の代替職員の確保
Э法人又は事業所単位で必須研修と選択研修に分け計画的に職員が研修に参力]で
きる仕組みをつくる(キャリアパスヘの取り組み)
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福祉協議会
訴任研修 I 匡蒙偶 fI施崚 の莉規休用百及 ひ絵駁キ鍬 Z牛禾 清

D者
講 義 1侶砒
'一
ヒスの埋思・動同と耕仕職 員へ の期待」

演習「福祉サービスの実践 I」

演習「職場生活の基 本動作」
8回 5カ所 12時間(2日 ) 423人

隣任研修 Ⅱ 前任研修 Iを修 了した者 演習 |コミュニケーションの基礎J
演習「組織活動の基本」
講義と演習「自己啓発の基本」

2回 1カ所 12時間(2日 ) 107人

中堅職員研修 I 社会福7■事業の従事経験が2年以上で係長・主任
等の役職にない者

講義:福祉サービスの理念・動向と中堅職員への期待」
演習「福祉サービスの実践Ⅱ」
演習「組織活動の自立的遂行」

3回 3カ所 12時間(2日 ) :56人

平堅戦 員研 修 輩 甲堅職 員 俳 理 を受講 した者 ・凍 首 1職場 の 問 題 申
・演習「創意工夫と企画提案」ほか 1回 :力所 12時間(2日 ) 54人

中堅職 員研修 Ⅲ 響肇 肛 員 妨 診 1・ ■を 父 講 し7~百 演習
'チ
ームワークの促進」

演習『職員指導・育成の基本」 1回 1カ所 12時間(2日 ) 38メ、

旧導 的 職 員 研 修 1 l■芸侶 7■胆 設 において王 fL・ 係 長 澤 務 長寺 の役

咸にある者
講義 l侶 l■サービスの理念・動同と指導的職員への期待」

演習「福祉サービスの実践 Ⅲ」

演習「部門組織活 動 の管理 」
2回 2カ所 12時間(2日 ) 94人

償導的職 員研修 Ⅱ 旧導的職 員研 修 Iを受話した看 演習 l部門の問題解決・改善改革」
演習「リーダーシップの基本」
演習「職員指導‐育成の展開」

1回 1カ所 12時間(2日 ) 38人

咆議 長 千 運 日 官 埋 嘔 員 妨 診

I

FI云悩 fI地諏 の施諏長寺の官埋 r・J駆貝 講 霧

演習
悩 仕 ,一 ビス の 埋 思・ 期 lplと 運 日 官 鋼 賊 貝 へ の 期 待 」
福祉サービス実践Ⅳ」 1回 1カ所 12時間(2日 ) 45りに

,じ諏長寺運冨官埋肛貝鉱診
Ⅱ

咆 敲 量 寺 理
=官
埋 嘱 貝 勁 診 ユ2~x語 し 7=百 ・浸 習 l管理者 の問題 解決 爆 題作成」

・講 義と演習「管理者 としての 自己革新 」ほか
1回 1カ所 12時間 (2日 ) 26人

認知 JIつほ 夫政 百勁診
'ほ
休 瞑 DL改 、予 未 駆 寺 の 栓 験 手 鍬 刀 Z`平 以 工 の
者

露知 JI局 師 百 ,「証 の さ
^Ir・

J埋雇 、き
^r・
J利議 ょ ひ 伐 f●Iの 省 待

7回 4カ所 36時間 (6日 ) 471人

7回中、2回は政令
市からの委託のた
め受講料なし(テキ
スト代のみ)

認知症介護 実制 ―ダー研修 目齢看介護実務経験5年以上で、認知症介護実践
研修終了者

I認知症介護の在り方」:認知症介護のための組織論」l認知FI介護の実践
技法」「人材育成のための技法」

2回 2カ所 60時間(10日 ) 57人

認知症対応型サービス事業
開設者研修

J｀規模多機能型居暑介護事業所・認知症高齢者共
司生活介護事業所の代表者

・:認知FI高齢者の基本的な理解」:認知症高齢者ケアのあり方」l適切な
サービスのあり方」
・講義と職場体験

1回 1カ所 14時間 (2日 ) 31人 2日 目は職場体験

認知症対応型サービス事栗

管理者研修

ι知疵対応型週助,「護争栗PI・ ′:｀現俣多伐屁型盾
む介護事業所・認知症高齢者共同生活介護事業所
つ管理者

1管理運宮に必要な指定基準等の正しい理解」:職員の労務管理」1適切な
サービス提供のあり方」 3回 3カ所 11時間 (2日 ) 184人

J｀規模多機能型サーヒス琴
計画作成担当者研修

り` 規 俣 多 伐 |こ聖 店 モ

'「

護 手 乗 所 の 目T回 r卜 pJC担 当
者であつて認知症介護実践研修修了者

舌暑介設計回・居暑介護更横計画を作成する上で必要な1基準の正しい知
哉」「適切なサービス提供」「利用計画作成演習」の知識・技術の習得 2回 2カ所 11時間(2日 ) 51人

回想 法 講 性 乙人侶 砒 厖 設 寺 に勤 務 す る有 ・講 義 1回 思漱とは」:回想沃の効果」
「実習「認知症高齢者 のグループ回想 の実際」ほか 1回 1カ所 5時間(1日 ) 107人

認知症高齢者 支援講圧 老人福 l■又 lま介護保限事業に従事する看 ・認知症高齢者の基本的介護の見方、考え方
・認知症高齢者への対応 3回 3カ所 5時間(1日 ) 343人

認知症介護予防講座 を人福祉又は介護保険事業に従事する者 ・認 知 FIに関する基礎請性
・脳 活性イヒヨ1練について 2回 1カ所 5時間(1日 ) 292人

P護反術塁掟議性 老人福祉施設等に勤務する者 ・講 義 l体の 位 組 み と働 きの埋 鮮 J
・実技「基礎介護技術のポイント」 4回 1カ所 5時間(1日 ) 139人

コミュニケニシヨン技法講圧 に会福7■又は介護保険事業FJrに 従手する看 l■会 福 llL事業従事看を対象としたコミュニケーシヨン技法の習得 3回 3カ所 10時間(2日 ) 128人

コミュニケーシヨン長法講腔 肇健綿 を修 rした者 l■貪研 ■早栗従畢者を対象としたコミユニケーシヨン芙晟H漱の首得 1回 1カ所 5時間(1日 ) 50人

藤染症講座 (初級編 ) に会福7■ ttIま介護保険事業所に従事する者 円用者の健康維持 のために必要な感染 FIについての基本的知識 の習得 1回 1カ所 5時間(1日 ) 159人

懇業 症 講 風 甲 散 編 , l■芸 侶 7■又 は ,)護保 限 畢 栗 所 に征 争 す る看 円用 有 の健 康 縦 書 の ため に必 要 な患 槃 FIにつ いての実 歳 的 知 識 の 習 得 1回 1カ所 5時間 (1日 ) 113人

ましの■の,「証‐ 護リー

ダーに必要な指導力養成講
,護保陳施設・事栗所に動務する看 ヤ護保限厖設の中間管理職・リーダニに必要な信導力の習得

1回 1カ所 25時間(5日 ) 58人

コ腔 ケア講座 老人福祉施設 等に勤務する者 コ腔 ケアに必要な知識・技術の習得 1回 1カ所 5時間(1日 ) 109人



( 社会

趙
風1同ユリ買回療 に 1 爾:堕璧

`警

零言゛町番酵界菫回1菫警場01ミ●

“

口暉ネKたむ嗜瞬 彗■彗蒸31撻筆秦恣鶴難 :整41黙寧聾華憲雛馨
=希
蕪|■|=率れ科轟壕轟輌軌盤饗彗

=彬
義r■1勧

鞭 鋏 銹 蝙 .聘 躙 靱
スロ夏
盤 |■ 1 J躊 11彗 :::1::::1 覇 腱 獅 蹂 活路撻塞壽

菫回 県 fI芸
嘔祉協議会

ヨ変を見逃さないための救急
講座 (高齢者編 )

ι人侶 7■施設 ‐ 護保阪畢栗前に動務する者 口:用有 の谷杯尖 1しを見透さ丁に対応丁るために必要な知識・技術の首 得
1回 1カ所 5時間(1日 ) 60人

忌尖活見逃さないための政 息

溝座 (児童・障害者 編 )'

だ重 慎 吾者施設に勤務する者 利用者 の不体変化を見逃さずに対 5するために必要な知識・技術の習得
1回 1カ所 5時間(1日 ) 44ンヽ

5齢看の転 lpl予 防講圧 老人福祉施設・介護保険事業所に動務する者 高齢者 の転倒予防 について、必要な知識・技能の習得 1回 1カ所 5時間(1日 ) 77人

ノスクマネジメント講 座 隈砒サ ー ヒス畢 栗 廟・倉護 保限 事 栗 FJr職 員 施設・事業所の危機管理・安全管理に必要な知識・技術の習得 2回 1カ所 5時間(1日 ) 261人

介護従事者のための意識改
革講座

老人福7J唖設・介護保険事業所等に動務する介護
職員等 '醸

職 員 として必 要 な番 不 円な会 勢・職 栗意 識 の 習 得
1回 1カ所 3時間(1日 ) 164人

フットケア講座 乙人福 7■施設・介護保険事業所等に勤務する者 苛Bll百へ り又振力法こノツト7ア・疋傾 7ア の利凛 檄 nの 首侍 1回 1カ所 5時間(1日 ) 64人

倉護職のための腰痛予防・リ
ラクゼーション講座

老人福祉施設・介護保険事業所等に勤務する者 倉護職の負担軽減のために腰偏予防・リラクゼーションについての知識・技
TIの習得

1回 1カ所 5時間(1日 ) 65りk

リハビリテーション講座 者人程 7■厖設 ‐ 護保横事業所等に勤務する者 針護保険事業所等におけるリハビリテーションについての知識・技術の習得 1回 1カ所 5時間(1日 ) 88人

局節 有 のメイクアッフ講 性 在人福 7■施設・介護保険事業所等に勤務する者 局齢有へ の支磯万法 としてのメイクアッフの知識・技術の習得 1回 1カ所 5時間(1日 20人

,護食講座 調問,泄 尋 栗 P7T・グルーフホーム寺に動務する看 ホームヘルバーやグループホームの職員の介護食調理に必要な知識・技
術の習得

1回 1カ所 5時間(1日 ) 39人

装通・マす―講 性 l■会福 71L厖設又は介護保険事業所等 に動務する
'卜

護 41■・看 護 職 にXめ られ る破 通 マナー の 首 得 3回 3カ所 5時間(1日 236人
掛 サービス行墓者とl´て身{

認知症の人のためのケアマネ
ジメント講座

老人福祉施設・介護保険事業所等に勤 務する者 認知FI肩齢看への支援万法としてのパーソンセンタードアケアの知識・技術
の習得 2回 幼 所 5時間(1日 ) 140人

社会程l■ミユセミナーAtl介
護報酬改定に伴う加算・減算
項目の効果的な経営への活
かし方の習得

l■会福 l■施設・介護保険事業所等に勤 務する者 フ厳 敢 酬 改疋に伴うカロ昇 颯 鼻現 日の効果 的な経富への活かし方 の習得

1回 1カ所 3時間(1日 ) 115メ、

7■会福ljLミニセミナーB(高齢
者の医学基礎知識 総論 )

匡雲 彊 孔 施 設・,泄 傑陳 景栗 PJF尋 に勤 務 丁る者 高齢者 の医字基 FE知 識 の習得
1回 1カ所 3時間(1日 ) 145人

社会福祉ミニセミナーC(高齢
者の医学基礎知識 各論)

饉芸侶71L施設・↑護保瞑事栗助等に動務ず循 高齢者 の 医学基礎知識の習得 (疾患の各総論 )
:回 1カ所 3時間(1日 ) 146人

社会福祉ミニセミナーD(褥癒
(床ずれ)の原因と対策)

饉芸 侶 7■施 設・プト護 保 隈畢 栗前 寺 に動 務 丁循 隣層 (床すれ )に関する基本 的な知識の習得
1回 1カ所 3時間(1日 ) 106人

権利擁護・成年後見セミナー
(高齢者編)

琶人福社施設・介護保険事業所等に動 務する者 認知FI呂節右を更磯する
`)護
職として必要な権利羅番 成年後見の基本胚

知識・技能の習得 1回 1カ所 5時間(1日 ) 109人

権利擁護・成年後見セミナー
(障害編 )

暉吾看 福 祉 歴 設 寺 に到 務す る者 知的障冒看琴を更援する↑護職として必要な権利擁護・成年後見の基礎的
知識・技能の習得 1回 1カ所 5時間(1日 ) 31人

非泄ケア講座 F■芸 侶 71L厖設・弁 護 保 阪畢 栗 所手 に動 務 する看 ,護職 に必要な排泄ケアの基礎 的知識・技 術の習得 1回 1カ所 15時間(3日 ) 58ンに

肝護職のための薬 の知識請 l■会福祉施設・介護保険事業所等に勤務する者 l滋職 に必 要な桑 の 基 撻 円知 識 の 首得 1回 1カ所 5時間(1日 ) 108人

,護記録の書き方講座 (入門
偏)

入所系の社会福祉施設・介護保険事業所等に勤務
する者

P護職 に必要な介護記録の書き万の基促 的知識 の習得
1回 1カ所 5時間(1日 ) 76人

庁護 .d嫁の詈き万講 性 t週

折・訪問編 )

直前・所 間 介護 子 栗 所 に勤務する者 ,護職 に必要な介護記録の書き方 の基礎 的知識の習得
1回 1カ所 5時間(1日 ) 78ン｀

,護職のストレスケアのため
のアロマテラピー講座

位芸彊7■施設・↑護保瞑子栗廟琴に到務する看 弁護職の′ヽ一ンアウト予防やストレスケアのために、自分自身でできるアロ
マテラピー基礎知識・技能習得

1回 1カ所 5時間(1日 ) 56人

コンフライアンス講圧 l■会福 7■施設・介護保限事業所等に勁務する者 幅■Lサービス事業従業者が最1氏備えておくべき、コンプライアンスの基礎的
m釜 .結能め羽各 1回 1カ所 5時間(1日 ) 66人

介護職のためのストレスマネ
ジメント講座

■会福祉施設・介護保険事業所等に勤務する者 ,滋職 に必要なストレスケア予防のための知識 報 術の習得
1回 1カ所 5時 FEl(1日 ) 71人

頃聴請圧 生会福祉施設・介護保険事業所等に勤務する者 陽仕 職 の 対 人磯 朗 に必 要 な傾 堰・山置 スキ ル の 習 得 1回 1カ所 5時間(1日 ) 63人

弁護 スタツフを離職 させない

指導術講座

工云 僣 f■池 敲・つほ 沐 陳 争 未 町 寺 l■期 粉 り 0百 菌理者 に必要な離職 防止のマネジメント習得
1回 1カ所 5時間(1日 ) 63,k

載場 研修 IB当者 話圧 匡
=偶
f■胞 敲・つ職 保 瞑 季 果 町 寺 に 期 務 ,う 百 計画的な0」TやOF卜JTなどの職員の定着に向けた有効な研修を企画実施

するための知識・技術の習得 1回 1カ所 10時間(2日 ) 75りヽ

鸞藤鐸輔鋼躍 羅蒲 1黒編 躍 蝙 鐸鏑轟鉾野轟銅撃轟塞聾:罫[撃無年曇業罷礁 曇:l票聾
・研修の受講者が特定の施設や事業者に片寄つており、特に小規模の事業所の受講が少ない。
・研修の成果が職場への還元や活用につながっていないし
・研修の実施効果を評価する手法がないため、研修の企画について、担当者の経験や受講者ア:
ケート(満足度)に頼りがちである。
・研修の受講が必ずしも受講者のキャリアアップにつながつていない。

疋員入幅 に上回る5昇 があつたサ修については、退カロで開催
受講不承者が希望する場合、「キャンセル待ち」で対応
可
雫
なものは、県

=部

地域だけでな
ず 1・
西部

～

域でも開催

より多くの人員配置を可能とする介護報酬等の見直し             ~~~
人材育成の重要性に関する経営者・管理者の意識改革
職員に研修を受けさせるために、施設や事業所が行つている予算や時間の工夫について情報提供



事業 査 (愛知県福祉人材セン

鯰
1■ こ|つ |じヨ 11ド1

鰤 騨籍鏡響1世1,1蠅爾輛灘 躙 脚 濶 駒: 尚 椰 | 圏 響 瀞 g
買川県偶
祉人材セ
ンター

右 人 慣 flL施 敲 旦 残 処 通 lla

員初級研修
特別養護老人ホーム及び養護老人ホームの
経験3年以内の直接処遇職員

「老年期の精神疾患について」
認知症、老人のうつ等の老年期に特徴的な精神疾患に
ついて
「口腔ケアについて」 _

口腔ケアの重要性とともに、各施設内での状況・工夫等
について情報交換

1回 1カ所 5時間 82りに 0円

老人福7■施設直 III処遇職
員中級研修

特別養護老人ホーム及び養護老人ホームの
介護職員、指導員、相談員で経験年数が3年

以上の者

「職場の人間関係づくリトレーニング」
研修を通して職場内の人間関係の円滑化のヒントを得
てもらうことにより、離職率の低下につなげる。

1回 1カ所 5時間 94りヽ 0円

老人福祉施設職員研修 特万畷 護老人不―ム及ひ賛護花

^不
一ムの

主任職員

‐
職場における人間関係づくり(技術・方法)について」
蔵場内におけるリーダーが、率先して良好な人間関係
を築き、職場内の活性化を図れるようにする。 1回 1カ所 5時間 85人 0円

障害者 (児 )福祉施設直接
処遇職員初級研修

障害者 (児 )福祉施設の直接処遇職員で経験
竿数3年未満          

´
~障
害者自立支援法について」‐
第2期愛知県障害者福祉計画について」‐
インシデント・プロセス法での問題の解決手順を習う」

1回 1カ所 5時間 (1日 ) 150人 0円

障害者 (児)福祉施設直接
処遇職員中級研修

障害者 (児 )福祉施設の直接処遇職員で経験
軍数3年以上の者

ストレングス・モデルで作成する個別更俵計画」

1回 1カ所 5時間 (1日 ) 122りk 0円

障吾右 t児り侶71馳誠王仕
職員研修

障害者 (児 )施設の主任級指導員等の職員 主任職員に求められる技量」
どのように利用者・家族の声を聴いているか

施設の改善点に気づき、対応できているか等 1回 1カ所 5時間 (1日 ) 114人 0円

訪問介護員研修 指定訪間介護事業所の現任の訪問介護員等
であつて、平成21年 6月 末日において、サービ
ス提供責任者として2年以上従事している者

「指定訪問介護事業所の運営基準と指導監査につい
1[」

「認知症への理解と家族支援」
「訪問介護計画の作成と展開」等

1回 1カ所 30時間 (5日 ) 93りに 0円

障害者ホームヘルパー研
修

障害者ホームヘルバー事業所に従事するホー

ムヘルバー
「自開症スペクトラムの特性理解と発達障害の理解」
「現場におけるコミュニケーション支援」
「インシデント・プロセス法で問題解決の手順を習う」

1回 1カ所
45時間 (1
日)

110人 0円

郵亀胃警7委薫灘 |=:馴翠撃撃再群1鷺
|ド |

母ヽ 震雪:ぶ撃曇爵彗ネ

`£

載諄塁塁雀言彗:黎警
介護職員の資質向上を図るために、より効果的・効率的な研修実施をめざし、研修体

系の見直しを検討していく必要がある。

・委託元である愛知県の担当課と協議し、時亘にかなつ
たテーマをとり上げることで介護職員の研修参加の意
欲を高めるよう工夫している。
・前年度末に、1年間の研修スケジi―ルを各施設に通
知することで、施設側が研修参加を考慮した勤務体制
を組むことが可能となる。

該当者が研修を受講する間、人的な補充がスムーズにできるような支援が必要。
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業者団体調査 (二重
△

=

財
帷

悧      騨 犠 蕃轡 鸞熱 饉 聾 赫 型 鎌 麺端 墨

炒 藝剛
■ 1年間彙

爾劉: 茫
〓
一△
バ
輩
融

重県社
福祉協
会

陵遇マナー講座 将別養護老人ホーム・介護老人保健施設・rll
町社会福祉協議会の職員

タリエンテーション (講義・浸習 )接遇マナー講座

1回 1カ所
14_5時間 (2
日)

45人 (定
員)

クレーム対応研修 特別養護老人ホーム・介護老人保健施設通
所介護事業所・市町社会福祉協議会の職員
等

リスクマネジメント講座～クレーム対応の基礎から、高
齢者施設におけるクレーム対応～

2回 1カ所 6時間 (1日 )
100人 (定

員)

咸場内の円滑なコミュニ

テーション
県内各福祉施設、市町社会福祉協議会職員
等

請義)職場内の円滑なコミュニケーションについて
1回 1カ所 6時間 (1日 )

80人 (定
員)

介護記録講座(介護記録の
取り方について)

特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、
訪間介護事業所、市町社会福祉協議会の職
員でt主に介護に従事する職員

介護記録講座 (お昼休憩1時間挟む)(講義・演習)実践
均な介護記録の書き方について

1回 1カ所 6時間 (1日 )
80人 (定
員)

リト泄ケア講座 介護老人福祉施設、介護老人保健施設等を
中心とした入所施設職員

蒲義・演習「リト泄ケアについて」・排泄ケアの基本
ストーマケアの基本 1回 1カ所 6時間 (1日 )

50人 (定
員)

口腔ケア講座 特lll養護老入ホーム・介護老人保健施設・訪
問介護事業所・市町社会福祉協議会の職員
他

口腔ケア講座
(講義)施設における口腔ケアの取り組み状況～松阪地
区での活動より～

(演習指導)口腔ケアの実技指導 ～いろいろな口腔ケ
アグッズの使用法・口腔機能向上トレーニング～

i回 1カ所 3時間 (1日 )
60人 (定

員)

当i]彗轟詈導基零鍵塁撃肇墨曇事璽繁肇半肇
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業
△

蛉謳亦灘    難椰 脚 翻 躙 ,な

べll■肘他芸侶
旺協議会 大阪
性会福祉研修
センター

7■芸絹砒施設職員研修
老人施設課程基礎コース

l■会福祉施設に勤務して3年未満の職員及
び施設長が認めた者

現在の高齢者福祉の課題・動向を把握し、利用者の自
立支援・生活支援に立った援助技術t利用者へのサー
ビスの質の向上を図ることを目的として実施: 1回 1カ所

185時間
(3日 )

74りゝ
1日 目と2日 目は
応用コースと合
同で実施

7」l会福7■麗設職員研修
老人施設課程応用コース

l■雲絹71L移設に勤務して3年以上の職員及
び施設長が認めた者

現在の高齢看福祉の課題・動同を泄理し、本り用者の目
立支援・生活支援に立った援助技術、利用者へのサー
ビスの質の向上を図ることを目的として実施。 1回 1カ所

185時間
(3日 )

78人
1日 目と2日 目は

応用コースと合
同で実施

老人施設課租 介護技術
コース・レクリエーシヨン

編)

老人福祉施設に勤務する職員及び施設長
が認めた者

講義、演習、受講者自らの実践の振り返りを通じて、
「レクリエーション」の考え方ならびに各老人福祉施設
で利用者への援助に役立つ具体的方策等について学

1回 1カ所
125時間
(3日 )

50ン｀

老人施設課程(介護技術
コース・実技編)

老人福祉施設に勤務する職員及び施設長
が認めた者

利用者(要介護者)にとつての食事・入浴・排せつ・移動
の意味合いや各介助に関するさまざまな知識や介助
方法について講義、演習 (実技)、 グループディスカッ
ション

1回 1カ所
14時間
(2日 )

30人

時別資護者人不一ム C∽
アアの在り方に関するゼ
ミナール

1守別資霞右人不―ムの0キ以上のlrI貝 ,ヽ「
護職員・生活相談員と医療・看護系職員等)
の2人で参加されることが望ましい)で、全3
回出席が可能であり、加えて施設長の推薦
がある者

1特労1養護老人ホームでケアのあり万」をテーマに、現
在、増えつつある、重度化した利用者がその人らしい
生活ができるケアのあり方、医療をはじめ、他職種とC
連携のあり方、看取リケア等について、ゼミナール形
式で研究、実践

1回 |力所
15時間
(3日 )

44人

老人施設スーパニバイ
ザー養成専門ゼミナール

老人福祉施設の主任級の指導的職員で加
えて施設長の推薦のある者

対人援助について考察を深めるとともに、ス

「

パービ
ジョンの理論を学び、実践的な応用力を高める。また
スーパービジョンの構造と機能を理解する。

1回 1カ所
25時間
(10日 )

14人

老人施設スーパーバイ
ザー養成スキルアップゼ
ミナール

平成20年度「老人施設スーバーバイザー養
成専門ゼミナール」修了者であつて、加えて
施設長の推薦のある者

20年度のゼミナールの受講生を対象に、スーパー′ヽィ
ザーとしての力量をより高め、スキルアップしてぃただ
くことを目的に開催

`ゼ
ミナールでは、受講生が中心と

なり、各自が事例等を持ち寄り、討議によつてスーパー
ビジョンを実践的に学ぶ。

1回 1カ所
125時間
(5日 )

5人

老 人 謳 設 課 桂 ヲF冨割 城
員コース I
(非常勤介護職員スキル
アップ研修 )

社会福祉施設の非常勤介護職員 介護現場全体のスキルアップ、他施設との情報交換な
ど、研修を通じて介護の仕事の魅力を改めて感じてい
ただくとともに、職場への定着・離職防止を目的として
実施

3回 1カ所
5時間
(1日 )

118人 (第 1回
32人 、第2回
38人、第3回
48A)

地域ごと3プロッ
クに分けての開
催

本会 老人施設
部会と共催で実
施

老人匝設課桂ヲF冨劉職
員コース Ⅱ

(非常勤介護職員スキル
アップ研修Ⅱ)

非常勤職員で、非常勤職員コース Iを受講
した者

針護現場全体のスキルアップ、他施設との情報交換な
ど、研修を通じて介護の仕事の魅力を改めて感じてい
Lだくとともに、職場への定着・離職防止を目的として
羹施

2回 1カ所
6時間
(1日 )

92人 (第 1回47

人、第2回 45
人)

本会・老人施設
部会と共催で実
施

老 人 胞 該 課 碑 ― タ ー 認

定コース
勤務3年以上経過した職員であり、リーダー
及びりニダー候補者として施設長が推薦す
る者

仕事へのやりがいを今以上に見出していただき、モチ
ベーションを高めていくことを目的に、現場の実践に直
結する講義内容でリーダーとして必要な技量を習得す
る内容を実施

1回 1カ所
175時間
(5日 )

146A
本会・老人施設
部会と共催で実
施

老人福祉施設における死
生学研修会

大阪府の老人福71輌設に動務する職員 (生
活相談員、介護職、看護職等)で、実際に
ターミナルケアにかかわっている人(経験の
ある人)、 もしくはターミナルケアや看取りに
ついて日ごろから高い問題意識をもってい
る者

看取りやターミナルFJjに焦点を当てて、福 7■専門職と
しての死生観を構築する

1回 1カ所
145時間
(3日 )

40メ、



事業 査

彗1            聰 鑢 翻 翻 鋒 覇 窯
天llk肘位芸絹
祉協議会 大阪
社会福祉研修
センター

認刑 JIブ r護芙 嬌 研 修 芙
義者研修

介護維聟 年以上で、認知FIの知識を首得
している地域密着型サービスに従事してい

る者

認知FI介護に関する異践的な知識及び技術を習得す
る。 3回 1カ所

47時間
(8日 )+実
習

239ン｀
(第 1回 :78人
第2回 :80人

認知FI対応型サービス事
業者管理者研修

認則拡刃llb型週防
`r護
争栗FJT寺の官埋有

(予定者も含む)であって、認知症介護実践
研修実践者研修を修了している者

認知症対応型通所介護事業所等を管理,運営していく
ために必要な知識・技術を習得する。

2回 1カ所
7時間
(2日 )

108人

(第 1回 :61

人、第2回 147
りに)

小規俣多機能型サービス

計画等計画作成担当者
研修

′
]｀規保多伐配型盾モ,「護争菜FJrの訂国rF
成又は計画作成担当者になることが予定さ
れる者で、実践者研修を修了している者

小規模多機能型居署介護事業所において利用者及び
事業の特性を踏まえた小規模多機能型居宅計画を作
成するために必要な知識及び技術を習得する:

2回 1カ所
95時間
(2日 )

33A
(第 1回 :11

人、第2回 :22
人ヽ

福祉職員研修(新任職
員)

位雲 絹 71L施設 に割 務 丁 鋪 務 稚 駁 2年禾 満
の職員

福祉職員として共通する専門性と併せて組織人として
の基本的役割を具体的に理解する。  ｀

4回 2カ所
12時間
(2日 )

142A
(第 1回 :36

人、第2回 :35
人、第3回 :36

人、第4回 :35
メ、〕

個 f」L緻員 鱗 修 t甲壁 職

員)
l■会稿 7■駈設に勁務する職務経験2年以上
5年未満の職員

‖用者理解の方法や福祉課題への気つきを学び、後
馨への指導など新たに課せられた中堅職員の役割を
理解する。

4回 2カ所
12時間
(2日 )

140りヽ
(第 1回 :36

人、第2回 :36
人、第3回 31
人、第4回 :37
人 ヽ

福 7■職員研修け目導的職
員 )

F■会福71L腿設で王fL、 係長、事務長寺の子員
専的立場にある者  ‐

卜J用者へのサーヒスを保持同上させるための職員指
専や職場改善のあり方を学び、指導的職員の役割行
助を理解する。

4回 3カ所
6時間
(2日 )

141人

(第 1回 :36

人、第2回 :36
人、第3回 :35
人、第4回 :34
人 )

旧祉職員研修 (0」Tリー
ダー養成)

主任、リーダークラスの職員、研修担当の
職員

DJTとは何か、O」 Tリーダーの役割について学び、リー
ダーとしてどうあるべきかを身につける。

4回 2カ所
12時間
(2日 )

138A
(第 1回 :35

人、第2回 :37
人、第3回 :30
人、第4回 :36

僣 租 臓 貝 妨 惨 施ヽ 敲 長 寺

運営管理職員)
施設長及び施設の運営に関する方 マネシメントや組織革新のあり万を字び、職員の能力

開発や職場の問題解決の手法等を学ぶ。

4回 3カ所
12時間
(2日 )

147シヽ
(第 1回 :40

人、第2回 :41
人、第3回 :35
人、第4回 :31
'  人ヽ

課塁1覇蹄野協躍写冒識 泄 黒監藤諄暑轟編 RI:磐裂野引皆誓?況霞尋晋封蒲娑懇 :

適切な研修受講料の設足をいかにするか。
(委託研修、補助研修、自習研修での違いなど)
申込み人数が定員割れした場合や定員以上になつたときの対処方法。
(施設からのクレームをいかに少なくさせるか)
新たな課題や現場で直面する課題解決にむけた研修内容やテーマについての設定
時宜にかなった内容、ニーズの把握等)

・研修案内を早期に行い、職員の勤務体制などの日程
調整がしやすいようにしている。
・一部の研修については、本会・老人施設部会とも共
催したり、また、老人施設課程の研修専門委員会で施
設関係者にも委員に入つていただき、企画検討するな
ど、受講者のニーズにできるだけかなった形で実施で
去ス■ヽ I=:ィ :、ス

・職員の処遇改吾 (人材不足の解消、勤務時間等の改善、給与改善等)
・研修参加期間中は、代替職員が確保できるようにするなど、職員が研修に参加出来るよう
にしていく体制を構築していけるように支援していくことが急務であると思う。

謄 て当ぎ璧炉(1寛塁Z鋏 ]歩
等
下
考慮もしくは反映されるような仕組みが

,
・理事長、施設長等が研修に対する理解を深めていけるようにする働きかけ等が必要でな
いかと思う̂
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会福祉研

修所

障吾侶 7■厖設糸

事業所新任職員

研修

障著福 7」L施設 糸手 栗 防 の和 仕職 員 福祉施設業務に従事する上で、必要な基礎的知識、技能、
心構え等についての理論と実際 1回 1カ所

975時間
(2日 )

139ンヽ

考人稲 7■匝設称
任職員研修

老人関係福祉施設の新任職員 福祉施設業務に従事する上で、必要な基礎的知識、技能、
心構え等についての理論と実際 3回 1カ所

17時間
(3日 )※総計

344人

障害福祉施設糸
事業所職員研修

障害福祉施設系事業所の中堅職員 障害者(児 )福 7■の動向ならびにサービス理念を理解し、今
後、事業所職員として必要な知識と技法 1[コ 1カ所

5時間
(1日 )

86ノ｀

老人福祉施設職
員研修

老人関係福祉施設の中堅職員 高齢者福祉の動向ならびにサービス理念を理解し、今後、事
業所職員として必要な知識と技法 1回 1カ所

5時間
(1日 )

121人

相談面接技術研
修 (初級)

福祉施設・社協等に勤務し、相談援助業務従
事年数3年未満の職員 (保育所保育士を除
く)

適切な相談援助を進める上での基礎的な知識・技術
l回 1カ所

10時間10分

(2日 )
61人

相談面接技術研
修 (中級 )

福祉施設・社協等に勤務し、相談援助業務従
事年数3年以上の職員 (保育所保育士を除
てヽ

適切な相談援助を進める上での実践的な知識・技術
2回 1カ所

20時間20分

(4日 )※総計
48ン｀

レクリエーション

リーダニ養成研
修

老人福祉施設及び障害施設系事業所でレク
リエーション業務を担当している職員

レクリエ=ションの知識・技術と施設におけるレクリエーション
の企画・運営の考え方・手法 1回 1カ所

10時間10分

(2日 )
99人

新任リーダー研
修

社会福祉施設・団体等において、新たに指導
監督的立場に就任した職員

組織課題の把握や解決に取り組むための視点・方法と組織
匡営を効果的に進めていく知識・技術 1回 1カ所

5時間10分

(1日 )
92ノk

陵遇・日常マ

ナーリーダー養
成研修

社会福祉施設・団体等において、新任職員や

職員を指導する立場にある指導監督的職員
利用者やその家族と接する上での基本的マナーや、日常の
行事や食事等の作法や対応について、職員に対して指導で
きるリーダーの養成

2回 1カ所
20時間50分

(4日 )※総計
143ノk

接遇・日常マ

ナーリ下ダ~養
成研修 (フォロー
フ ′゙ザ秤麗

=ヽ

平成19・ 20年度の接遇・日常マナーリーダー

養成研修修了者
研修受講後の職場での取り組みの振り返りと実践能力の向
上

1回 1カ所
5時間20分

(1日 )
55人

中間T冒導者・官
理者ステップアッ
プセミナー

現場チームのチームリーダーの職貢にある

職員、またはリーダーに準じる職員 (役割を
期待されている職員も含む )

中間管理職として役署り、チーム運営を基本に業務を適正か
つ確実に進める知識及び技術 2回 1カ所

44時間
(8日 )※総計

89人

老人福祉施設職

員ゼミナール
老人福祉施設で主任など指導的立場にある
職員

老人福祉施設における様々な援助課題の解決方策
1回 1カ所

21時間20分

(4日 )
7フヽ

介護福祉士受験
セミナー (受験準

備講習会 )

第22回介護福祉士国家試験を受験予定の方 介護福祉士国家資格(筆記試験)の受験予定者を対象に、
過去問題・福祉情勢・法改正の内容等から、合格の鍵を握る
「頻出ポイント」に焦点をあてて学習し、得点カアップを目指
す。

1回 1カ所
1875時間
(3日 )

152人
筆記模
擬試験を
含む。

介護福祉士受験
セミナー (筆記模

擬試験 )

第22回介護福祉士国家試験を受験予定の方 介護福祉士国家資格(筆記試験)の受験予定者を対象に、
過去問題・福祉情勢・法改正の内容等から、合格の鍵を握る
「頻出ポイント」に焦点をあてて学習し、得点カアップを目指

1回 1カ所
3時間50分

(1日 )
213人

介護職員のエン
パワメント研修

県内の施設等で勤務する介護職員または関
心のある方

より質の高いケアを行うために、日々の実践を振り返りなが
ら、介護職員がいきいきと輝いて「適切なケア」を実践できる
方法を考える。

1回 1カ所
5時間20分

(1日 )
144ン｀

職場研修IE進
フォーラム

福祉現場の職場研修担当者、l■会福祉法人
の役職員、福祉事業所の経営者。従事者な
ど、関心のある方

記念講演l私が育つ、職場も育つ、職場研修」
パネルディスカッション「職場研修を通じた職場づくり ～職場
研修支援事業の取り組みから～りΩ

1回 1カ所
4時間45分

(1日 )
152人



(1)上記質問2中 (1)について、平成22年度では、緊急雇
用対策事業を活用した「介護職員確保定着促進事業」におい

て、受講料を無料とした研修を4講座計画している。
(2)上記質問2中 (2)について、県と労働局が招集し、職能
体、事業者団体代表者等が参集する「福祉人材確保推進
会」により情報共有を行つている。

(3)研修出席による施設職員の空白について、次の対応を
|っている。

①当所が作成している研修計画を、年度当初など、早目に
係団体に送付・案内し、計画的な研修参加を促す。

②施設職員に空白を生じる場合には、県において経費的
救済制度があるので、施設に対して制度の利用案内を行う。
(4)研修 (予定、計画)情報が、法人・施設において、職員に
伝わつていない可能性がある。次の対応を採り、関係職員ヘ

の周知・案内に努めている。
①当所ホームページに研修情報を掲載、告知し周知を図っ
ている。
②法人・施設幹部(理事、理事長等)の研修に対する必要
性について、次の方法により、理解を促している。
ア「職場研修支援員による職場訪間(平成21年度からの
事業)」により、また、「社会福祉法人職場研修支援研修(毎
実施 )」により、施設幹部 (及び職員)に対して、職場研修
)意義について理解を促している。
イ 職能団体や事業者団体代表者、学識経験者等が参加
する「研修委員会」において、職能団体、事業者団体代表者
に対しても、職場研修の意義について理解を促すとともに、
傘下構成員に対する啓発を促している。

(理事業、理事等)の研修に対する必要性に対する理解を

(2)介護職員の就労環境改善や、研修参加によるメリットを付加することなどにより、
職員の研修参加意欲の向上を図る。
(3)研修機会を増やす。
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